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〈原著論文〉
地域スポーツクラブにおけるミッションとクラブの成長性

との関係に関する研究

柴　田　紘　希 １ ）・清　水　紀　宏 ２ ）

Relationship between the mission statement and growth of a community sports club

Hiroki SHIBATA １ 　Norihiro SHIMIZU ２

Abstract
It is believed that the creation and popularization of community sports clubs （CSC） are 

important for raising the quality of community sport life. Thus, political support for CSCs has 
been observed for many years. However, there are some difficulties in achieving sustainable 
growth including the dissolution of some CSCs. Therefore, implementing an effective management 
method is necessary. To explore and develop an effective management method for CSCs, we 
studied the growth of CSCs by examining the creation, management, and permeation of the 
mission statement. For this purpose, a nationwide questionnaire survey of 738 CSCs was 
conducted. 

The main results of this study are summarized as follows;
１.  Mission statement creation and implementation management were highly correlated. In 

particular, long creation period and lively discussions, cognition for community issues, and 
positive attitude toward creating a mission statement were strongly related to the 
implementation of mission management.

２.  Implementation of mission management promotes the permeation of the mission statement 
to members and non-members of the CSC. It was suggested that reflecting the mission 
statement in the CSC’s management cycle, and CSC leadership driving the mission 
statement, would be effective management strategies.

3.  It is apparent that the growth of CSCs was related to the implementation of the mission 
management and the permeation of the mission statement. It further follows that the 
permeation of the mission statement through mission management implementation will also 
promote growth of the CSC. However, from the viewpoint of increasing club membership, a 
possible side effect of the permeation of the mission statement may dissuade non-members 
from joining the CSC. 

In summary, the findings demonstrated that the creation, management, and permeation of the 
mission statement were related to the growth of CSCs. Furthermore, these results suggested 
that the effectiveness of mission management was critical for the sustainable growth of CSCs. 
Future research should focus on the practical mission statement of CSCs rather than a policy 
ideal, and on the relationship between the mission statement and the CSC.
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になるなど，活動を継続しながら持続的に成
長することは，より多くの地域住民により良
好なクラブライフを保証することにつながる
と考える．したがって，クラブの持続的成長
を可能にするマネジメント方略の導出は，人々
の豊かなスポーツ生活の実現（清水, １997）を
基本価値とする体育・スポーツ経営学におい
て，重要な研究課題であるといえる．

ところで，クラブは「スポーツ生活者協同
組織」（清水, ２000）と特徴づけられる地域住
民によるスポーツ経営体であり，非営利組織
としての性格を有している．非営利組織は営
利目的をもたず, 社会的使命の達成を目的とし
て，ボランタリズム注 5 ）を基盤とした人々の参
加によって成り立つ組織である．これらの特
徴から田尾（１997）は，非営利組織の持続的
成長のためには「ボランタリズムの心性と組
織の経営管理をいかに折り合わせるかは不可
避の問題である」ことを指摘している．つま
り，個人の自発的活動と組織による管理とい
う相反する両者を調和させ，本来自発性が尊
重されるべきボランタリーな意思や協力,協働
をいかに組織経営の視点から管理するかが，
非営利組織の経営で検討すべき課題となる．
では，非営利組織ではどのようなマネジメン
トが求められるのだろうか．非営利組織が活
動の中核とするのは，組織の社会的使命や存
在意義を表す「ミッション」である．それゆえ，
非営利組織に関する研究では，ミッションを
定め，これを浸透させ，ミッションに基づい
て経営を行う，ミッションのマネジメント（以
下「ミッションマネジメント」と略す）が組
織の持続的成長に有効であると考えられてき
た．例えば，藤井（１999）や田尾（１999, p.9１）
は，ミッションを明確に提示し，組織内外へ
浸透させることにより人々の協働を構築する
ことが組織の持続的成長の基盤であるとして
いる注 ６ ）．

翻って，クラブ経営に関するこれまでの動
向を振り返ると，クラブの創設・育成に関す
るテキストなど，クラブを政策的に推進する
実践現場では，ミッションの確立や共有，ミッ

Ⅰ．緒言

我が国では，地域住民の身近なスポーツの
場として地域スポーツクラブ注 １ ）（以下「クラ
ブ」と略す）が重要視され，長年にわたり地
域スポーツ振興政策の中心にクラブの創設・
育成が位置付けられてきた注 ２ ）．しかし，依然
としてクラブが地域に定着し，持続的な活動
が展開しているとはいいがたい状況にある．
例えば，１987年から地域スポーツ全体の効率
化，活性化や自主的な問題解決能力をもった
組織育成への期待を込めて推進された「地域
スポーツクラブ連合育成事業」は，地域住民
の自治的な活動や社会的活動への展開には至
らず，補助金の終了とともに連合組織のほと
んどが消滅している（柳沢, ２008）．また，
１995年からは文部省により「総合型地域スポー
ツクラブ育成モデル事業」が開始され，育成
事業の開始から２0年余りの期間で3300を超え
るクラブが創設された. だが，近年では活動を
休止するクラブや廃止・統合等となったクラ
ブの累積数は顕著に増加し注 3 ），活動を継続し
ているクラブにおいても，多くのクラブが将
来的な成長に対し疑問や不安をもっているこ
とが報告されている注 4 ）（清水, ２0１5, ２0１６）．
すなわち，クラブの創設・育成は多くの行政
的，制度的支援を受けながら推進されてきた
一方で，これまでの歴史的変遷や近年の状況
をみると，クラブが持続的に成長していくこ
との困難性が浮き彫りになっている．

元来，クラブでスポーツ活動を行うことは
そこで活動を行う人々の運動生活の継続性，
組織性，合理性の観点から効果的なスポーツ
生活の形態であると考えられてきた（宇土, 
１983）．さらに，地域におけるスポーツの場に
は，ライフステージにかかわらず全ての人々
がアクセスすることが可能であり，クラブは
地域住民の日常的なスポーツの場として極め
て重要な役割を果たすと考える．それゆえ, ク
ラブが単に活動を継続するだけではなく，例
えばクラブの活動内容が広がる，活動の質が
向上する，クラブにおける人々の交流が活発
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ションに基づいたクラブ経営の必要性が強調
されてきた（日本体育協会, ２00６; 文部科学省, 
２00１）注 7 ）．しかし，クラブ経営に関する研究
では，伊藤･山口（２00１）や伊藤（２009）によ
り指摘されているように，クラブの目的や存
在意義は政策的背景から与件とされ，“スポー
ツによる地域活性化”“地域住民による自主運
営”といった政策上の一般的理念の実現に関
心が向けられてきた．このため，クラブがそ
れぞれ個別に掲げるミッションの実態はほと
んど研究されていない．なお，ミッションそ
のものを研究対象にしていないが，クラブの
活動の背景にある当事者たちの意図や価値観
に着目した研究として，関根ほか（２0１4）や
嘉門（２0１６）は，地域住民のクラブづくりに
対する本音レベルの目的や意味を探求し，政
策的理念とは別次元の論理によって活動を行
う地域住民の姿を明らかにしている．これら
の研究は政策的理念に対比する形で，クラブ
が実際には地域住民のどのような“思惑”に
より運営されているのか探求することを主眼
とした研究群である．一方，本研究はクラブ
の成長に対し，有効なミッションマネジメン
トの方略を検討することに焦点を当てる．そ
れゆえ，地域住民のクラブ経営に対する“思
惑”そのものを明らかにしようとする研究群
とは，クラブの活動の背景にある意図や価値
観を研究対象とする点で通底しているものの，
異なる視点に基づく研究として位置づけられ
る．

他方，企業経営学では，ミッションの上位
概念である経営理念について研究が蓄積され
てきた．経営理念は１950年代後半より本格的
に討議されるようになり（間, １97２），以降多
くの研究者から関心が寄せられている．特に，
近年の研究では経営理念が企業業績や従業員
に及ぼす影響が注目され，経営理念の存在や
形成過程が企業の財務的パフォーマンスと関
係していること（久保ほか, ２005; 飛田, ２0１0; 

Bart and Baetz, １998, Bart, １997, １998）や，
理念浸透施策の実施，経営理念の浸透が従業
員の動機づけや職務満足，情緒的コミットメ
ントを高めること（北居・松田, ２004; 横川, 
２0１0;  北居・田中, ２009, 松葉, ２008）が明らか
にされている．これらの研究は, 組織や個人に
対する経営理念の機能・効果を実証的に分析
している点で本研究の問題関心に接近する上
での手がかりとなろう．しかしながら，次の
三点については検討すべき課題が残されてい
る．第一に，経営理念の存在が所与のものと
されている点である．クラブでは，はじめか
らミッションが存在するわけではなく，ミッ
ションが形成される過程が存在することから，
ミッションの形成過程を研究の射程に含める
必要性が指摘できる．第二に，ミッションマ
ネジメントの実施に影響を与える先行要因が
検討されていない点である．ミッションが形
骸 化 し て い る ク ラ ブ の 事 例（ 行 實・ 清 水, 
２003）にみられるように，仮にミッションが
存在したとしても，必ずしもクラブでミッショ
ンマネジメントが実施されるとは限らない．
そのため，ミッションマネジメントの実施に
影響を与える要因について検討される必要が
あるだろう．第三に，経営理念の浸透度を高
めるために有効な理念浸透施策が十分に明ら
かにされていない点である．ミッションの浸
透がクラブの成長に寄与するとするならば，
どのような取り組みによってミッションの浸
透が促進されるかを明らかにする必要がある
と考える．

以上を踏まえ本研究では，クラブの持続的
成長に有効なミッションマネジメント方略を
検討するため，ミッションの形成過程，ミッ
ションマネジメント，ミッションの浸透に着
目し，これらがどのように関連してクラブの
成長に結びつくのかを明らかにすることを目
的とする．
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以上を踏まえ本研究では，クラブの持続的
成長に有効なミッションマネジメント方略を
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成長に結びつくのかを明らかにすることを目
的とする．
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Ⅱ．方法

１．主要概念の検討
（１）ミッション

経営学において，ミッションは経営理念の
下位概念として位置付けられる場合が多い． 
経営理念は，「組織体として公表している，成
文化された価値観や信念」（高尾・王, ２0１１）
と定義され，「会社の使命や存在意義について
の(狭義の)『経営理念』」，「これを具体化し，
実行するための『経営方針』」，さらに「組織
成員の行動を指示する『行動指針』」の三つの
階 層 か ら な る 複 合 的 な 概 念 で あ る（ 奧 村, 
１994）．また，松田（２00２）によれば，経営理
念を有する主体が組織体であること，公表さ
れたものであることが定義上の要点として示
されている注 8 ）．

一方，ミッションは「達成すべき使命」(田尾, 
１999, p.9１)，「会社が社会のなかで何をする機関
なのか，その会社の存在意義を示したもの」(小
椋, ２0１0)と論者によって様々に定義され, 統一
された定義は示されていない．しかし，各論者
の定義はミッションが抽象的な組織の使命や存
在意義を示す用語としている点で共通している．
また，具体的な経営目標や方針がミッションを
起点として決定されるという点についても共通
の見解が示されている（田尾, ２009; 島田, ２003, 
p.88; 三宅, ２00２）．以上のことから，ミッショ
ンは経営目標や経営方針とは区別され，組織の
抽象的な理想や使命，存在意義を示す狭義の経
営理念に相当する用語として捉えられる．そこ
で本研究では，ミッションに関する諸説を参考
にしながら, 高尾・王（２0１１）が示した経営理
念の定義に基づき，クラブのミッションを「公
表されたクラブの社会的使命や存在意義」と定
義した．

（２）ミッションマネジメント
ミッションマネジメントについては「経営の

意思であるミッションを最上位として始まる戦
略実行体系」（アーサーアンダーセン, １997），

「ミッションを上位概念として，目標，戦略，

戦術をフォローさせ，成果を達成しようとする
活動」（島田, ２003, p.73），「ミッションを組織
の隅々に浸透させ，従業員のやる気と組織の発
展につなげるミッションを体現化する経営」

（田中, ２00６）などと定義されてきた．これらの
定義からは，ミッションマネジメントは ２ つの
要素から構成されるものと考えられる． １ つ目
は「ミッション反映のマネジメント」である．
アーサーアンダーセンや島田の定義では，ミッ
ションを目標や戦略実行の上位におき，ミッ
ションに基づいた経営を行うことをミッション
マネジメントとして捉えている．すなわち，組
織の計画・活動・評価のプロセスであるマネジ
メントサイクルにミッションを反映させること，
具体的にはミッションを実現するための計画を
立てたり，実行した活動をミッションに照らし
て評価したりすることなどがミッション反映の
マネジメントにあたると考えられる． ２ つ目は

「ミッション浸透のマネジメント」である．
ミッション浸透のマネジメントとは，田中の定
義にみられるようにミッションを広く組織内外
へ知らしめ，浸透させるためのマネジメントで
ある．このように，先行研究の定義を整理する
と，ミッションマネジメントには ２ つの取り組
み内容が想定され，これらはいずれも“既に存
在するミッションをいかにマネジメントする
か”という視点に立脚したものであるといえる．
一方，三井（２0１0）は，ミッションは時代的，
社会的，文化的環境や事業活動といった諸要因
の相互作用により形成されるとしている．また，
藤井（１999）も同様に，ミッションは活動の場
における人々の相互作用から形成されることを
指摘している．これらを踏まえれば，ミッショ
ンが形成された後だけではなく，ミッションの
形成過程においても，クラブに相応しいミッ
ションの内容を決め，合意形成を図り，ミッ
ションの意味を共有するための「ミッション形
成のマネジメント」の存在が論理的には想定さ
れ，ミッションマネジメントは「ミッション反
映のマネジメント」「ミッション浸透のマネジ
メント」「ミッション形成のマネジメント」の
3 つの内容からなる概念であると考えられる．
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して定義された．ミッションマネジメントの構
成要素のうち，ミッション反映のマネジメント
とミッション浸透のマネジメント（以下「ミッ
ション反映・浸透のマネジメント」と略す）は，
企業経営学において先行研究が散見される一方，
ミッション形成のマネジメントについては，管
見の限り先行研究は皆無である．それゆえ，調
査・分析にあたりミッション形成のマネジメン
トは操作化が困難であると考え，本研究では
ミッションマネジメントをミッション反映・浸
透のマネジメントという ２ つの側面に限定し操
作化を行った注 9 ）．

以上を踏まえ本研究では，（ １ ）クラブの成
長性，（ ２ ）ミッション反映・浸透のマネジメ
ントの実施度，（ 3 ）ミッションの浸透度，（ 4 ）
ミッションの形成過程の 4 つの変数に着目し，
１ . ミッションの形成過程とミッション反映・
浸透のマネジメントの実施度との関係， ２ . 
ミッション反映・浸透のマネジメントの実施度
とクラブ内外へのミッションの浸透度との関係，
3 . ミッション反映・浸透のマネジメント及び
ミッションの浸透度とクラブの成長性の関係を
明らかにすることを下位課題とした．分析は図
１ に示す分析枠組に基づいて行った．各下位課
題の設定理由は次の通りである．

したがって本研究では，ミッションマネジメン
トを「ミッションを形成し，マネジメントサイ
クルへ反映させ，組織内外へ浸透させることを
通じて，個人や組織の成果を高めるためのマネ
ジメント」と定義した．

２．分析枠組
企業を対象とした経営理念研究では，経営理

念の形成過程，理念浸透施策，経営理念の浸透
度を独立変数，企業業績や従業員の動機付け・
行動を従属変数としてそれぞれの関係が分析さ
れてきた．しかし，これらの独立変数間の関係
を分析した研究はごく少数である．ゆえに，ク
ラブの持続的成長を実現するためのクラブ運営
の方法や，クラブ設立時における適切な育成・
支援の方法を検討するためには，ミッションの
形成過程，ミッションマネジメント，ミッショ
ンの浸透度といった変数がどのように関連して
いるかを分析し，いかなる操作可能な要因が存
在するかを明らかにすることが肝要である. な
お，先述の通りミッションマネジメントは，

「ミッション形成のマネジメント」「ミッション
反映のマネジメント」「ミッション浸透のマネ
ジメント」の 3 つの内容から構成され，ミッ
ションの形成過程におけるマネジメントと，
ミッション形成後のマネジメントを含む用語と

図 1　本研究の分析枠組

ミッションの形成過程 ミッションの浸透度 クラブの成長性ミッション反映・浸透
のマネジメント
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は「ミッション反映のマネジメント」である．
アーサーアンダーセンや島田の定義では，ミッ
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織の計画・活動・評価のプロセスであるマネジ
メントサイクルにミッションを反映させること，
具体的にはミッションを実現するための計画を
立てたり，実行した活動をミッションに照らし
て評価したりすることなどがミッション反映の
マネジメントにあたると考えられる． ２ つ目は

「ミッション浸透のマネジメント」である．
ミッション浸透のマネジメントとは，田中の定
義にみられるようにミッションを広く組織内外
へ知らしめ，浸透させるためのマネジメントで
ある．このように，先行研究の定義を整理する
と，ミッションマネジメントには ２ つの取り組
み内容が想定され，これらはいずれも“既に存
在するミッションをいかにマネジメントする
か”という視点に立脚したものであるといえる．
一方，三井（２0１0）は，ミッションは時代的，
社会的，文化的環境や事業活動といった諸要因
の相互作用により形成されるとしている．また，
藤井（１999）も同様に，ミッションは活動の場
における人々の相互作用から形成されることを
指摘している．これらを踏まえれば，ミッショ
ンが形成された後だけではなく，ミッションの
形成過程においても，クラブに相応しいミッ
ションの内容を決め，合意形成を図り，ミッ
ションの意味を共有するための「ミッション形
成のマネジメント」の存在が論理的には想定さ
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はじめに，下位課題 １ ではミッションの形成
過程とミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度との関係を検討する．経営理念の形成過
程について，Bart らの一連の研究（Bart and 
Baetz, １998; Bart, １997, １998）では，理念作成
者の形成過程に対する満足度や，理念の作成目
的の違いにより，企業業績に差異が生じること
が明らかにされた．また, 作野（２000）は社会
運動過程としてクラブの設立を捉えるモデルを
提示している．作野の示したモデルは, 地域住
民が地域への問題認識を共有し，それが変革意
図へ転化することにより社会変革を目指す運動
体としてクラブの設立に至る，というものであ
る．このモデルに依拠すれば，問題意識や変革
意図の共有の度合いや強さは，クラブ設立後の
社会変革に向けた運動の活発さに影響を与える
と考えられる．換言すれば，問題認識や変革意
図としてのミッションがいかに形成されるかに
よって，クラブ設立後のミッション反映・浸透
のマネジメントの実施度に違いが生じると考え
られる．

次に，下位課題 ２ ではミッション反映・浸透
のマネジメントの実施度と個人へのミッション
の浸透度との関係について検討する．理念浸透
施策，経営理念の浸透度に関する研究では，理
念浸透施策の実施や経営理念の浸透が企業の業
績や個人のパフォーマンスを高めることが明ら
かにされてきた（北居・松田, ２004; 横川, ２0１0; 
北居・田中, ２009; 松葉, ２008）．他方，個人へ
の経営理念浸透のプロセスを検討した研究（松
岡, １997; 田中, ２0１4）では， 個人が組織やリー
ダーの行う活動を解釈し，意味づけることによ
り経営理念が浸透していくことが明らかにされ
ている．このことから，ミッション反映・浸透
のマネジメントの実施度が高いほど，個人が
ミッションを解釈したり，意味づけたりする機
会が増え，ミッションの浸透度が高くなると推
察される．

最後に，下位課題 3 ではミッション反映・浸
透のマネジメントの実施や，ミッションの浸透
が組織の成長に重要な役割を果たす, という非
営利組織研究における指摘と本研究の問題関心
に照らし, ミッション反映・浸透のマネジメン
トの実施度, 及び個人へのミッションの浸透度
がクラブの成長とどのような関係にあるかを検
証する．

３．変数の操作化
（１）クラブの成長性

清水・柳沢（２0１5）は，クラブの成長を「持
続的に成長するクラブへ向けた量的・質的な変
化あるいは変容」と定義し，定量的研究を行っ
た．管見の限り，クラブの成長性を定量的に測
定・分析した研究は清水らのほかに見当たらな
い．よって，本研究では清水らの研究を参考に，
クラブの成長性を客観的成長性と主観的成長性
の二つの観点から操作化した．客観的成長性は
設立当初から現在までの会員数増減の程度であ
る．測定では，クラブ設立当初の会員数と現在
の会員数についてそれぞれ回答を求めた．また，
主観的成長性はクラブ設立当初から現在までの
クラブの変化に対する代表者の自己評価である．
評価項目は「定期的にクラブでスポーツ活動を
する会員が増えている」「ボランティアが増え
ている」「寄付金が増えている」などクラブの
量的な成長に関する項目と，「全体として会員
のスポーツライフやクラブライフの質が向上し
ている」「自治体の政策への発言力や影響力が
大きくなっている」「クラブのことをほとんど
の地域住民が知るようになってきている」など
クラブの質的な成長に関する項目からなる１3項
目を設定した（表 １ ）．測定では，各項目につ
いて「 １ ．全く当てはまらない」「 ２ ．あまり
当てはまらない」「 3 ．どちらともいえない」

「 4 ．当てはまる」「 5 ．よく当てはまる」から
なる 5 段階評定法で回答を求めた．
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（２）ミッション反映・浸透のマネジメント
ミッション反映のマネジメントは，野林

（２0１5）を参考にクラブのマネジメントサイク
ルにミッションを反映させる取り組みについて
質問した．具体的には，「クラブミッションの
実現に適した事業を実施している」「実施した
事業に対し，クラブミッションに照らして評価
を行う」「クラブミッションに基づいた経営計
画やマスタープランの策定を行っている」など
5 項目を設定した．測定では，各項目について

「 １ ．全く当てはまらない」「 ２ ．あまり当ては
まらない」「 3 ．少し当てはまる」「 4 ．まあ当
てはまる」「 5 ．よく当てはまる」からなる 5
段階評定法で回答を求めた．

ミッション浸透のマネジメントに関する項目
は，理念浸透施策に関する研究を参考に設定し
た．理念浸透施策に関する研究では，多くの研
究がシャイン（１985）の示した一次浸透メカニ
ズム・二次浸透メカニズムの分類に基づいて項
目を設定し，調査・分析を行っている（北居・
松田, ２004; 野林, ２0１5）．一次浸透メカニズム
とは，組織のリーダーが直接的に関与する方法
によってミッションを浸透させる方法である．
また，二次浸透メカニズムは，組織の構造や
キャッチフレーズといったメッセージ，物語・

伝説，信条や憲章による公式表明など，リー
ダーが直接的に関与しない方法によってミッ
ションを浸透させる方法である．本研究では北
居・松田（２004）を参考に，一次浸透メカニズ
ムに関する 3 項目と二次浸透メカニズムに関す
る 5 項目の計 8 項目を設定した．測定では，各
項目について「 １ ．あまり行っていない」「 ２ ．
少し行っている」「 3 ．よく行っている」から
なる 3 段階評定法で回答を求めた．
（３）ミッションの浸透度

ミッションの浸透とは，「理念に対する理解
が更新されていく終わりないプロセス」（北居, 
１999）と定義される．すなわち，ミッションの
浸透において中心になるのは個人のミッション
に対する理解である．よって，ミッションの浸
透度をミッションの理解度として操作化し，

「クラブ運営・管理者」「有給スタッフ」「指導
者」「ボランティアスタッフ」「クラブ会員」「ク
ラブ非会員」がそれぞれどの程度ミッションを
理解しているかを質問した．測定では，各項目
に対し「 １ ．全く理解していない」「 ２ ．あま
り理解していない」「 3 ．理解している」「 4 ．
とても理解している」からなる 4 段階評定法で
回答を求めた．

表 1　主観的成長性の評価項目

項　　　　　目

主観的成長性

１ ．退会する会員が増えてきている（逆転項目）
２ ．全体として会員のスポーツライフやクラブライフの質が向上している
3 ．定期的にクラブでスポーツ活動をする会員が増えている
4 ．毎年，新規の事業を企画実施している
5 ．運営スタッフの定着率が高い
６ ．協力関係（資源の共有・共同事業等）にある団体が増えている
7 ．ボランティア（クラブを支える人）が増えている
8 ．寄付金が増えている
9 ．総収入に占める会費の割合が増えている
１0 ．自治体の政策への発言力や影響力が大きくなっている
１１ ．このクラブのことをほとんどの地域住民が知るようになってきている
１２ ．クラブ創設の理念やミッションは確実に達成されつつある
１3 ．クラブの提供する事業への参加者数が増えている
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はじめに，下位課題 １ ではミッションの形成
過程とミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度との関係を検討する．経営理念の形成過
程について，Bart らの一連の研究（Bart and 
Baetz, １998; Bart, １997, １998）では，理念作成
者の形成過程に対する満足度や，理念の作成目
的の違いにより，企業業績に差異が生じること
が明らかにされた．また, 作野（２000）は社会
運動過程としてクラブの設立を捉えるモデルを
提示している．作野の示したモデルは, 地域住
民が地域への問題認識を共有し，それが変革意
図へ転化することにより社会変革を目指す運動
体としてクラブの設立に至る，というものであ
る．このモデルに依拠すれば，問題意識や変革
意図の共有の度合いや強さは，クラブ設立後の
社会変革に向けた運動の活発さに影響を与える
と考えられる．換言すれば，問題認識や変革意
図としてのミッションがいかに形成されるかに
よって，クラブ設立後のミッション反映・浸透
のマネジメントの実施度に違いが生じると考え
られる．

次に，下位課題 ２ ではミッション反映・浸透
のマネジメントの実施度と個人へのミッション
の浸透度との関係について検討する．理念浸透
施策，経営理念の浸透度に関する研究では，理
念浸透施策の実施や経営理念の浸透が企業の業
績や個人のパフォーマンスを高めることが明ら
かにされてきた（北居・松田, ２004; 横川, ２0１0; 
北居・田中, ２009; 松葉, ２008）．他方，個人へ
の経営理念浸透のプロセスを検討した研究（松
岡, １997; 田中, ２0１4）では， 個人が組織やリー
ダーの行う活動を解釈し，意味づけることによ
り経営理念が浸透していくことが明らかにされ
ている．このことから，ミッション反映・浸透
のマネジメントの実施度が高いほど，個人が
ミッションを解釈したり，意味づけたりする機
会が増え，ミッションの浸透度が高くなると推
察される．

最後に，下位課題 3 ではミッション反映・浸
透のマネジメントの実施や，ミッションの浸透
が組織の成長に重要な役割を果たす, という非
営利組織研究における指摘と本研究の問題関心
に照らし, ミッション反映・浸透のマネジメン
トの実施度, 及び個人へのミッションの浸透度
がクラブの成長とどのような関係にあるかを検
証する．

３．変数の操作化
（１）クラブの成長性

清水・柳沢（２0１5）は，クラブの成長を「持
続的に成長するクラブへ向けた量的・質的な変
化あるいは変容」と定義し，定量的研究を行っ
た．管見の限り，クラブの成長性を定量的に測
定・分析した研究は清水らのほかに見当たらな
い．よって，本研究では清水らの研究を参考に，
クラブの成長性を客観的成長性と主観的成長性
の二つの観点から操作化した．客観的成長性は
設立当初から現在までの会員数増減の程度であ
る．測定では，クラブ設立当初の会員数と現在
の会員数についてそれぞれ回答を求めた．また，
主観的成長性はクラブ設立当初から現在までの
クラブの変化に対する代表者の自己評価である．
評価項目は「定期的にクラブでスポーツ活動を
する会員が増えている」「ボランティアが増え
ている」「寄付金が増えている」などクラブの
量的な成長に関する項目と，「全体として会員
のスポーツライフやクラブライフの質が向上し
ている」「自治体の政策への発言力や影響力が
大きくなっている」「クラブのことをほとんど
の地域住民が知るようになってきている」など
クラブの質的な成長に関する項目からなる１3項
目を設定した（表 １ ）．測定では，各項目につ
いて「 １ ．全く当てはまらない」「 ２ ．あまり
当てはまらない」「 3 ．どちらともいえない」

「 4 ．当てはまる」「 5 ．よく当てはまる」から
なる 5 段階評定法で回答を求めた．
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（２）ミッション反映・浸透のマネジメント
ミッション反映のマネジメントは，野林

（２0１5）を参考にクラブのマネジメントサイク
ルにミッションを反映させる取り組みについて
質問した．具体的には，「クラブミッションの
実現に適した事業を実施している」「実施した
事業に対し，クラブミッションに照らして評価
を行う」「クラブミッションに基づいた経営計
画やマスタープランの策定を行っている」など
5 項目を設定した．測定では，各項目について

「 １ ．全く当てはまらない」「 ２ ．あまり当ては
まらない」「 3 ．少し当てはまる」「 4 ．まあ当
てはまる」「 5 ．よく当てはまる」からなる 5
段階評定法で回答を求めた．

ミッション浸透のマネジメントに関する項目
は，理念浸透施策に関する研究を参考に設定し
た．理念浸透施策に関する研究では，多くの研
究がシャイン（１985）の示した一次浸透メカニ
ズム・二次浸透メカニズムの分類に基づいて項
目を設定し，調査・分析を行っている（北居・
松田, ２004; 野林, ２0１5）．一次浸透メカニズム
とは，組織のリーダーが直接的に関与する方法
によってミッションを浸透させる方法である．
また，二次浸透メカニズムは，組織の構造や
キャッチフレーズといったメッセージ，物語・

伝説，信条や憲章による公式表明など，リー
ダーが直接的に関与しない方法によってミッ
ションを浸透させる方法である．本研究では北
居・松田（２004）を参考に，一次浸透メカニズ
ムに関する 3 項目と二次浸透メカニズムに関す
る 5 項目の計 8 項目を設定した．測定では，各
項目について「 １ ．あまり行っていない」「 ２ ．
少し行っている」「 3 ．よく行っている」から
なる 3 段階評定法で回答を求めた．
（３）ミッションの浸透度

ミッションの浸透とは，「理念に対する理解
が更新されていく終わりないプロセス」（北居, 
１999）と定義される．すなわち，ミッションの
浸透において中心になるのは個人のミッション
に対する理解である．よって，ミッションの浸
透度をミッションの理解度として操作化し，

「クラブ運営・管理者」「有給スタッフ」「指導
者」「ボランティアスタッフ」「クラブ会員」「ク
ラブ非会員」がそれぞれどの程度ミッションを
理解しているかを質問した．測定では，各項目
に対し「 １ ．全く理解していない」「 ２ ．あま
り理解していない」「 3 ．理解している」「 4 ．
とても理解している」からなる 4 段階評定法で
回答を求めた．

表 1　主観的成長性の評価項目

項　　　　　目

主観的成長性

１ ．退会する会員が増えてきている（逆転項目）
２ ．全体として会員のスポーツライフやクラブライフの質が向上している
3 ．定期的にクラブでスポーツ活動をする会員が増えている
4 ．毎年，新規の事業を企画実施している
5 ．運営スタッフの定着率が高い
６ ．協力関係（資源の共有・共同事業等）にある団体が増えている
7 ．ボランティア（クラブを支える人）が増えている
8 ．寄付金が増えている
9 ．総収入に占める会費の割合が増えている
１0 ．自治体の政策への発言力や影響力が大きくなっている
１１ ．このクラブのことをほとんどの地域住民が知るようになってきている
１２ ．クラブ創設の理念やミッションは確実に達成されつつある
１3 ．クラブの提供する事業への参加者数が増えている
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（４）ミッションの形成過程
我が国において，ミッションの形成過程と

理念浸透施策との関連を分析した研究は管見
の限り皆無である．そこで，欧米における経
営理念の形成過程に関する研究（Bart and 
Baetz, １998, Bart, １997, １998）を参考に，ミッ
ションの形成過程について，「ミッションの作
成期間」「ミッションに影響した情報」「議論
の活発度」「ミッションの作成目的」の 4 つの
変数を採用した．各変数の測定方法は以下の
通りである．

ミッションの作成期間は，ミッションの作
成に要した期間について「 １ ．数時間〜 １ 日」

「 ２ ． 数 日 」「 3 ． 数 週 間 」「 4 ． 数 ヶ 月 」
「 5 ．数年」の選択肢による択一形式で回答を
求めた．ミッションに影響した情報は，「地域
住民からの意見・要望」「作成に関わった人物
の願望」「自分の住む地域に関する統計やデー
タ」など 7 項目を設定し，各項目について

「 １ ．全く影響しなかった」「 ２ ．あまり影響
しなかった」「 3 ．影響した」「 4 ．とても影
響した」からなる 4 段階評定法で回答を求めた．
議論の活発度は，「内容についてさまざまな意
見が交わされた」「作成に関わった人は熱心に
話合いに参加していた」など 4 項目を設定し，
各項目について「 １ ．全く当てはまらない」

「 ２ ．あまり当てはまらない」「 3 ．どちらと
もいえない」「 4 ．当てはまる」「 5 ．とても
当てはまる」からなる 5 段階評定法で回答を
求めた．ミッションの作成目的は，「運営組織
の結束を強めるため」「経営の方針や戦略を決
める際のよりどころとするため」「法人格や補
助金の取得など申請のために作成する必要が
あったため」など 7 項目を設定し，各項目に
ついて「 １ ．全く当てはまらない」「 ２ ．あま
り当てはまらない」「 3 ．当てはまる」「 4 ．
とても当てはまる」からなる 4 段階評定法で
回答を求めた．

４．調査対象とデータ収集方法
データの収集は２0１６年１0月１7日〜１１月１7日

の期間に，郵送法による質問紙調査を実施した．
サンプルは全国の創設済総合型地域スポーツ
クラブ3,3２8（２0１６年１0月時点）のうち２,4１4ク
ラブを選定し，各クラブの代表者 １ 名に回答
を求めた注１0）．調査対象クラブは，各都道府県
の広域スポーツセンターまたは体育協会が
ホームページに公表している情報をもとにク
ラブのリストを作成し，都道府県別のクラブ
数の比率に基づき無作為に抽出した注１１）．回収
率は30.5％（737クラブ）であった．サンプル
の特性は表 ２ に示す通りである．サンプル特
性をみると，設立年は２000年以降のクラブが
ほとんどで，２005年〜２008年に設立されたク
ラブが最も多かった．また，会員規模，活動
予算額，法人格の有無についてスポーツ庁

（２0１６, pp.7–２２）と比較したところ，概ね同様
の回答傾向が示され，クラブ特性に極端な偏
りは認められなかった注１２）．

表 2　サンプル特性

n %

設 立 年

２ 0 0 0 年 以 前 53 7.0

２000 〜 ２004年 ２07 ２9.１

２005 〜 ２008年 ２5６ 3６.１

２009 〜 ２0１２年 １６8 ２3.６

２0１3 〜 ２0１６年 ２5 3.5

会 員 数

　 １ 〜　9 9 人 １１６ １5.9

１ 0 0 〜 ２ 9 9 人 3１3 43.0

3 0 0 〜 9 9 9 人 ２37 3２.5

１ 0 0 0 人 〜 ６２ 8.６

予 算 規 模

　 １ 〜１00万円 １9１ ２６.4

１0１〜300万 円 １80 ２4.9

30１〜500万 円 １0２ １4.１

50１〜700万 円 49 ６.8

70１〜900万 円 ２9 4.0

9 0 １ 万 円 以 上 １7２ ２3.8

法 人 格
取 得 済 み ２30 3１.3

未 取 得 505 ６8.６

ミッションの有無
ミッションなし １94 ２６.8

ミッションあり 53１ 73.２
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Ⅲ．結果

１．ミッションの形成過程とミッション反映・
浸透のマネジメントの実施度との関係

（１）ミッション反映・浸透のマネジメントの
構成因子

ミッション反映・浸透のマネジメントについ
て設定した１0項目に対し, 因子分析（一般化さ
れた最小二乗法，バリマックス回転）を行った
結果， 3 因子（累積寄与率47.05％）が抽出さ
れた（表 3 ）注１3）．抽出された因子は全て事前
に設定された次元を再現していた．

第Ⅰ因子は「クラブの重要な意思決定はクラ
ブミッションに基づいて行われている」「ミッ
ションに基づいた事業計画やマスタープランの
作成を行っている」「クラブミッションに照ら
して評価を行う」が高い因子負荷量を示した．
これらは，ミッションをクラブ運営に反映する
マネジメントであると解釈できることから

「ミッション反映のマネジメント」と命名した．
第Ⅱ因子は「スローガンやロゴマークとして使
用する」「市報や地域雑誌へ掲載する」「ホーム
ページへ掲載する」が高い因子負荷量を示した．
これらは文字やロゴマークなど，直接人を介さ
ない方法を用いてミッションの浸透を図る活動
であると解釈できることから「二次浸透メカニ
ズムによるミッション浸透のマネジメント」と
命名した．第Ⅲ因子は「運営委員会や理事会で
確認を行う」「新たに運営スタッフになる人に
ミッションを説明する」「人前で話す際に取り
上げる」が高い因子負荷量を示した．これらは
クラブ運営者が直接語りかけたり，行動を示し
たりするなど，直接人を介してミッションの浸
透を図る活動であると解釈できることから「一
次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネ
ジメント」と命名した．抽出された各因子のα
係数はいずれも0.7を超え，内的整合性が確認
された．

表 3　ミッションマネジメントの因子分析結果
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ�　ミッション反映のマネジメント（α=.849）

　　 クラブの重要な意思決定はミッションに基づいて行われている .749 .１9２ .２47

　　 クラブミッションに基づいた事業計画やマスタープランの作成を行っている .742 .２35 .２１６

　　 クラブミッションに照らして評価を行う .735 .２６６ .２00

　　 クラブミッションの実現に適した事業を実施している .640 .07２ .１74

　　 スタッフの採用や人選はミッションに照らして望ましい人物を選んでいる .515 .１６9 .２55

Ⅱ�　二次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント（α=.717）
　　 市報や地域雑誌へ掲載する .１２5 .699 .１６3
　　 スローガンやロゴマークとして使用する .１88 .610 .２１６
　　  額やパネルにして掲示する .１２２ .488 .１57
　　 ホームページへ掲載する .２4１ .449 .１3２

　　 クラブの会報やパンフレットでミッションについてふれる .２78 .371 .3２4

Ⅲ�　一次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント（α=.733）
　　運営委員会や理事会で確認を行う .２40 .２57 .682

　　 事業・イベントで挨拶するときや人前で話す時に取り上げる .１６１ .２07 .587

　　 新たに運営スタッフになる人にミッションを説明する .354 .１49 .586

固有値 5.１１ １.395 １.05１
寄与率（%） ２１.044 １3.574 １２.4２9
累積寄与率（%） ２１.044 34.６１8 47.04６

†一般化された最小二乗法，バリマックス回転による
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（４）ミッションの形成過程
我が国において，ミッションの形成過程と

理念浸透施策との関連を分析した研究は管見
の限り皆無である．そこで，欧米における経
営理念の形成過程に関する研究（Bart and 
Baetz, １998, Bart, １997, １998）を参考に，ミッ
ションの形成過程について，「ミッションの作
成期間」「ミッションに影響した情報」「議論
の活発度」「ミッションの作成目的」の 4 つの
変数を採用した．各変数の測定方法は以下の
通りである．

ミッションの作成期間は，ミッションの作
成に要した期間について「 １ ．数時間〜 １ 日」

「 ２ ． 数 日 」「 3 ． 数 週 間 」「 4 ． 数 ヶ 月 」
「 5 ．数年」の選択肢による択一形式で回答を
求めた．ミッションに影響した情報は，「地域
住民からの意見・要望」「作成に関わった人物
の願望」「自分の住む地域に関する統計やデー
タ」など 7 項目を設定し，各項目について

「 １ ．全く影響しなかった」「 ２ ．あまり影響
しなかった」「 3 ．影響した」「 4 ．とても影
響した」からなる 4 段階評定法で回答を求めた．
議論の活発度は，「内容についてさまざまな意
見が交わされた」「作成に関わった人は熱心に
話合いに参加していた」など 4 項目を設定し，
各項目について「 １ ．全く当てはまらない」

「 ２ ．あまり当てはまらない」「 3 ．どちらと
もいえない」「 4 ．当てはまる」「 5 ．とても
当てはまる」からなる 5 段階評定法で回答を
求めた．ミッションの作成目的は，「運営組織
の結束を強めるため」「経営の方針や戦略を決
める際のよりどころとするため」「法人格や補
助金の取得など申請のために作成する必要が
あったため」など 7 項目を設定し，各項目に
ついて「 １ ．全く当てはまらない」「 ２ ．あま
り当てはまらない」「 3 ．当てはまる」「 4 ．
とても当てはまる」からなる 4 段階評定法で
回答を求めた．

４．調査対象とデータ収集方法
データの収集は２0１６年１0月１7日〜１１月１7日

の期間に，郵送法による質問紙調査を実施した．
サンプルは全国の創設済総合型地域スポーツ
クラブ3,3２8（２0１６年１0月時点）のうち２,4１4ク
ラブを選定し，各クラブの代表者 １ 名に回答
を求めた注１0）．調査対象クラブは，各都道府県
の広域スポーツセンターまたは体育協会が
ホームページに公表している情報をもとにク
ラブのリストを作成し，都道府県別のクラブ
数の比率に基づき無作為に抽出した注１１）．回収
率は30.5％（737クラブ）であった．サンプル
の特性は表 ２ に示す通りである．サンプル特
性をみると，設立年は２000年以降のクラブが
ほとんどで，２005年〜２008年に設立されたク
ラブが最も多かった．また，会員規模，活動
予算額，法人格の有無についてスポーツ庁

（２0１６, pp.7–２２）と比較したところ，概ね同様
の回答傾向が示され，クラブ特性に極端な偏
りは認められなかった注１２）．

表 2　サンプル特性

n %

設 立 年

２ 0 0 0 年 以 前 53 7.0

２000 〜 ２004年 ２07 ２9.１

２005 〜 ２008年 ２5６ 3６.１

２009 〜 ２0１２年 １６8 ２3.６

２0１3 〜 ２0１６年 ２5 3.5

会 員 数

　 １ 〜　9 9 人 １１６ １5.9

１ 0 0 〜 ２ 9 9 人 3１3 43.0

3 0 0 〜 9 9 9 人 ２37 3２.5

１ 0 0 0 人 〜 ６２ 8.６

予 算 規 模

　 １ 〜１00万円 １9１ ２６.4

１0１〜300万 円 １80 ２4.9

30１〜500万 円 １0２ １4.１

50１〜700万 円 49 ６.8

70１〜900万 円 ２9 4.0

9 0 １ 万 円 以 上 １7２ ２3.8

法 人 格
取 得 済 み ２30 3１.3

未 取 得 505 ６8.６

ミッションの有無
ミッションなし １94 ２６.8

ミッションあり 53１ 73.２
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Ⅲ．結果

１．ミッションの形成過程とミッション反映・
浸透のマネジメントの実施度との関係

（１）ミッション反映・浸透のマネジメントの
構成因子

ミッション反映・浸透のマネジメントについ
て設定した１0項目に対し, 因子分析（一般化さ
れた最小二乗法，バリマックス回転）を行った
結果， 3 因子（累積寄与率47.05％）が抽出さ
れた（表 3 ）注１3）．抽出された因子は全て事前
に設定された次元を再現していた．

第Ⅰ因子は「クラブの重要な意思決定はクラ
ブミッションに基づいて行われている」「ミッ
ションに基づいた事業計画やマスタープランの
作成を行っている」「クラブミッションに照ら
して評価を行う」が高い因子負荷量を示した．
これらは，ミッションをクラブ運営に反映する
マネジメントであると解釈できることから

「ミッション反映のマネジメント」と命名した．
第Ⅱ因子は「スローガンやロゴマークとして使
用する」「市報や地域雑誌へ掲載する」「ホーム
ページへ掲載する」が高い因子負荷量を示した．
これらは文字やロゴマークなど，直接人を介さ
ない方法を用いてミッションの浸透を図る活動
であると解釈できることから「二次浸透メカニ
ズムによるミッション浸透のマネジメント」と
命名した．第Ⅲ因子は「運営委員会や理事会で
確認を行う」「新たに運営スタッフになる人に
ミッションを説明する」「人前で話す際に取り
上げる」が高い因子負荷量を示した．これらは
クラブ運営者が直接語りかけたり，行動を示し
たりするなど，直接人を介してミッションの浸
透を図る活動であると解釈できることから「一
次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネ
ジメント」と命名した．抽出された各因子のα
係数はいずれも0.7を超え，内的整合性が確認
された．

表 3　ミッションマネジメントの因子分析結果
Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ⅰ�　ミッション反映のマネジメント（α=.849）

　　 クラブの重要な意思決定はミッションに基づいて行われている .749 .１9２ .２47

　　 クラブミッションに基づいた事業計画やマスタープランの作成を行っている .742 .２35 .２１６

　　 クラブミッションに照らして評価を行う .735 .２６６ .２00

　　 クラブミッションの実現に適した事業を実施している .640 .07２ .１74

　　 スタッフの採用や人選はミッションに照らして望ましい人物を選んでいる .515 .１６9 .２55

Ⅱ�　二次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント（α=.717）
　　 市報や地域雑誌へ掲載する .１２5 .699 .１６3
　　 スローガンやロゴマークとして使用する .１88 .610 .２１６
　　  額やパネルにして掲示する .１２２ .488 .１57
　　 ホームページへ掲載する .２4１ .449 .１3２

　　 クラブの会報やパンフレットでミッションについてふれる .２78 .371 .3２4

Ⅲ�　一次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント（α=.733）
　　運営委員会や理事会で確認を行う .２40 .２57 .682

　　 事業・イベントで挨拶するときや人前で話す時に取り上げる .１６１ .２07 .587

　　 新たに運営スタッフになる人にミッションを説明する .354 .１49 .586

固有値 5.１１ １.395 １.05１
寄与率（%） ２１.044 １3.574 １２.4２9
累積寄与率（%） ２１.044 34.６１8 47.04６

†一般化された最小二乗法，バリマックス回転による
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（２）ミッションの作成期間とミッション反
映・浸透のマネジメントの実施度との関係

次に，ミッションの作成期間とミッション反
映・浸透のマネジメントの実施度との関連を検
討した．分析では，ミッションの作成期間につ
いて「 １ ．数時間〜 １ 日」「 ２ ．数日」「 3 ．数
週間」と回答したクラブを「短期間群」，「 4 ．
数ヶ月」「 5 ．数年」と回答したクラブを「長
期間群」として，ミッションの作成期間別に
ミッション反映・浸透のマネジメントに関する
因子得点平均の比較（ t 検定）を行った（表 4 ）．
分析の結果，「二次浸透メカニズムによるミッ
ション浸透のマネジメント」で有意な差が認め
られ「長期間群」の平均値が高かった．一方

「ミッション反映のマネジメント」「一次浸透メ
カニズムによるミッション浸透のマネジメン
ト」では，有意な差は認められなかった．

（３）議論の活発度とミッション反映・浸透の
マネジメントの実施度との関係

次に，議論の活発度とミッション反映・浸透
のマネジメントの実施度との関連を検討した. 
まず, 議論の活発度を測定した 4 項目に対し主
成分分析を行い, 合成変数を作成した．主成分
分析の結果，第Ⅰ主成分（累積寄与率６8.84％）
のみが抽出され，全ての項目が0.4以上の因子
負荷量を示した（表 5 ）．抽出された因子のα
係数は0.8を超え，高い内的整合性が確認された．
さらに，議論の活発度の主成分得点を用いて，
得点の高低により「上位群」「下位群」に二分し，
議論の活発度別にミッション反映・浸透のマネ
ジメントに関する因子得点平均の比較（ t 検
定）を行った（表 ６ ）．分析の結果，全てのミッ
ションマネジメント因子で有意な差が認められ，
いずれも「上位群」の平均値が高かった．

表 4　ミッションの作成期間によるミッションマネジメント実施度の比較分析結果

長期間群
（n＝１59）

短期間群
（n＝335） t　値

ミッション反映のマネジメント .04１ （.898） −.07６ （.9１9） −１.34

二次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント .097 （.845） −.１97 （.73１） −3.97***

一次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント .0２8 （.78１） −.054 （.8２１） −１.07
†（　）内は標準偏差
†† ***p<.00１

表 5　議論の活発度の主成分分析結果

Ⅰ

作成に携わった人は熱心に話し合いに参加していた .87２

ミッションは作成に携わった人が納得したうえで決定された .84６

作成に携わった人はミッションの内容を十分に理解していた .84２

ミッションの内容について様々な意見が交わされた .754

固有値 ２.753

寄与率（%） ６8.837

α係数 .843
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（４）ミッション作成に影響した情報とミッ
ション反映・浸透のマネジメントの実施度
との関係

次に，ミッション作成に影響した情報の影響
度とミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度との関連を検討した．まず,ミッション作
成に影響した情報について測定した 7 項目に対
して因子分析（主因子法・バリマックス回転）
を行い，構成因子を確認した結果， ２ 因子（累
積寄与率35.２4％）が抽出された（表 7 ）．第Ⅰ
因子は「講習会やテキストの内容」「他クラブ
の理念」「国や自治体の政策で示されている理
念」「行政機関・行政職員のアドバイス」が高
い因子負荷量を示した．これらは，政策やテキ
スト等に示される一般論としてクラブの理念を
示す情報であると解釈できることから「一般的

情報」と命名した．第Ⅱ因子は「地域に関する
統計やデータ」「地域住民からの意見や要望」

「作成に関わった人の願望」が高い因子負荷量
を示した．これらは，地域内の個別具体的な状
況に関連した情報であると解釈できることから

「地域内個別情報」と命名した．第Ⅱ因子のα
係数は0.5程度とやや低い値であったものの，
解釈可能性に鑑み，項目は削除せずそのまま分
析に用いることとした．続いて，「一般的情報」

「地域内個別情報」の因子得点を用い，それぞ
れを得点の高低により「上位群」「下位群」に
二分し，各群のミッション反映・浸透のマネジ
メントに関する因子得点平均の比較（ t 検定）
を行った（表 8 ）．分析の結果，「地域内個別情
報」では全てのミッションマネジメント因子で
有意な差が認められ，いずれも「上位群」の平

表 6　作成時の議論の活発度によるミッションマネジメント実施度の比較分析結果

上　位　群
（n＝3２5）

下　位　群
（n＝１7６） t　値

ミッション反映のマネジメント .１5１ （.8６9） −.２9２ （.89２） −5.40***

二次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント .0６4 （.85６） −.１１8 （.753） −２.4６*

一次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント .08６ （.77１） −.１35 （.8２7） −２.99**
†（　）内は標準偏差
†† *p<.05，**p<.0１，***p<.00１

表 7　ミッションに影響した情報の因子分析結果
Ⅰ Ⅱ

Ⅰ　一般的情報（α=.686）
　　講習会やテキストで紹介されている内容 .637 .050
　　他クラブの理念 .624 −.005
　　国や自治体の政策で示されている理念 .602 .１１１
　　行政機関・行政職員のアドバイス .525 .0２7
Ⅱ　地域内個別情報（α=.527）
　　地域に関する統計やデータ .１59 .682
　　地域住民からの意見や要望 .１04 .679
　　作成に関わった人の願望 −.034 .232
固有値 ２.２１3 １.45１
寄与率（%） ２１.009 １4.２２8
累積寄与率（%） ２１.009 35.２37
†主因子法，バリマックス回転による
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（２）ミッションの作成期間とミッション反
映・浸透のマネジメントの実施度との関係

次に，ミッションの作成期間とミッション反
映・浸透のマネジメントの実施度との関連を検
討した．分析では，ミッションの作成期間につ
いて「 １ ．数時間〜 １ 日」「 ２ ．数日」「 3 ．数
週間」と回答したクラブを「短期間群」，「 4 ．
数ヶ月」「 5 ．数年」と回答したクラブを「長
期間群」として，ミッションの作成期間別に
ミッション反映・浸透のマネジメントに関する
因子得点平均の比較（ t 検定）を行った（表 4 ）．
分析の結果，「二次浸透メカニズムによるミッ
ション浸透のマネジメント」で有意な差が認め
られ「長期間群」の平均値が高かった．一方

「ミッション反映のマネジメント」「一次浸透メ
カニズムによるミッション浸透のマネジメン
ト」では，有意な差は認められなかった．

（３）議論の活発度とミッション反映・浸透の
マネジメントの実施度との関係

次に，議論の活発度とミッション反映・浸透
のマネジメントの実施度との関連を検討した. 
まず, 議論の活発度を測定した 4 項目に対し主
成分分析を行い, 合成変数を作成した．主成分
分析の結果，第Ⅰ主成分（累積寄与率６8.84％）
のみが抽出され，全ての項目が0.4以上の因子
負荷量を示した（表 5 ）．抽出された因子のα
係数は0.8を超え，高い内的整合性が確認された．
さらに，議論の活発度の主成分得点を用いて，
得点の高低により「上位群」「下位群」に二分し，
議論の活発度別にミッション反映・浸透のマネ
ジメントに関する因子得点平均の比較（ t 検
定）を行った（表 ６ ）．分析の結果，全てのミッ
ションマネジメント因子で有意な差が認められ，
いずれも「上位群」の平均値が高かった．

表 4　ミッションの作成期間によるミッションマネジメント実施度の比較分析結果

長期間群
（n＝１59）

短期間群
（n＝335） t　値

ミッション反映のマネジメント .04１ （.898） −.07６ （.9１9） −１.34

二次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント .097 （.845） −.１97 （.73１） −3.97***

一次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント .0２8 （.78１） −.054 （.8２１） −１.07
†（　）内は標準偏差
†† ***p<.00１

表 5　議論の活発度の主成分分析結果

Ⅰ

作成に携わった人は熱心に話し合いに参加していた .87２

ミッションは作成に携わった人が納得したうえで決定された .84６

作成に携わった人はミッションの内容を十分に理解していた .84２

ミッションの内容について様々な意見が交わされた .754

固有値 ２.753

寄与率（%） ６8.837

α係数 .843
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（４）ミッション作成に影響した情報とミッ
ション反映・浸透のマネジメントの実施度
との関係

次に，ミッション作成に影響した情報の影響
度とミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度との関連を検討した．まず,ミッション作
成に影響した情報について測定した 7 項目に対
して因子分析（主因子法・バリマックス回転）
を行い，構成因子を確認した結果， ２ 因子（累
積寄与率35.２4％）が抽出された（表 7 ）．第Ⅰ
因子は「講習会やテキストの内容」「他クラブ
の理念」「国や自治体の政策で示されている理
念」「行政機関・行政職員のアドバイス」が高
い因子負荷量を示した．これらは，政策やテキ
スト等に示される一般論としてクラブの理念を
示す情報であると解釈できることから「一般的

情報」と命名した．第Ⅱ因子は「地域に関する
統計やデータ」「地域住民からの意見や要望」

「作成に関わった人の願望」が高い因子負荷量
を示した．これらは，地域内の個別具体的な状
況に関連した情報であると解釈できることから

「地域内個別情報」と命名した．第Ⅱ因子のα
係数は0.5程度とやや低い値であったものの，
解釈可能性に鑑み，項目は削除せずそのまま分
析に用いることとした．続いて，「一般的情報」

「地域内個別情報」の因子得点を用い，それぞ
れを得点の高低により「上位群」「下位群」に
二分し，各群のミッション反映・浸透のマネジ
メントに関する因子得点平均の比較（ t 検定）
を行った（表 8 ）．分析の結果，「地域内個別情
報」では全てのミッションマネジメント因子で
有意な差が認められ，いずれも「上位群」の平

表 6　作成時の議論の活発度によるミッションマネジメント実施度の比較分析結果

上　位　群
（n＝3２5）

下　位　群
（n＝１7６） t　値

ミッション反映のマネジメント .１5１ （.8６9） −.２9２ （.89２） −5.40***

二次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント .0６4 （.85６） −.１１8 （.753） −２.4６*

一次浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジメント .08６ （.77１） −.１35 （.8２7） −２.99**
†（　）内は標準偏差
†† *p<.05，**p<.0１，***p<.00１

表 7　ミッションに影響した情報の因子分析結果
Ⅰ Ⅱ

Ⅰ　一般的情報（α=.686）
　　講習会やテキストで紹介されている内容 .637 .050
　　他クラブの理念 .624 −.005
　　国や自治体の政策で示されている理念 .602 .１１１
　　行政機関・行政職員のアドバイス .525 .0２7
Ⅱ　地域内個別情報（α=.527）
　　地域に関する統計やデータ .１59 .682
　　地域住民からの意見や要望 .１04 .679
　　作成に関わった人の願望 −.034 .232
固有値 ２.２１3 １.45１
寄与率（%） ２１.009 １4.２２8
累積寄与率（%） ２１.009 35.２37
†主因子法，バリマックス回転による
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均値が高かった．一方「一般的情報」では，い
ずれのミッションマネジメント因子でも有意な
差は認められなかった．

（５）ミッションの作成目的とミッション反
映・浸透のマネジメントの実施度との関係

次に，ミッションの作成目的とミッション反
映・浸透のマネジメントの実施度との関連を検
討した．まず，ミッションの作成目的について
測定した 7 項目に対して因子分析（主因子法・
バリマックス回転）を行い，構成因子を確認し
た結果， ２ 因子（累積寄与率43.07％）が抽出
された（表 9 ）．第Ⅰ因子は「テキストに作成
するように記載されていたため」「行政担当者
が作成するように指導したため」「法人格や補

助金の取得などの申請のため」が高い因子負荷
量を示した．これらはテキストに書かれていた
から，行政担当者に言われたからというように，
消極的な目的からミッションを作成したことを
示す項目群であると解釈できる．よって第Ⅰ因
子を「消極的目的」と命名した．第Ⅱ因子は

「方針や戦略を決める際のよりどころとするた
め」「運営組織の結束を強めるため」「クラブの
取り組む課題を明確化するため」「活動を周知
し，活動趣旨を理解してもらうため」が高い因
子負荷量を示した．これらはミッションをクラ
ブ運営に役立て，積極的に活用することを目的
としてミッションを作成したことを示す項目群
であると解釈できる．よって第Ⅱ因子を「積極
的目的」と命名した．抽出された各因子のα係

表 8　情報の影響度によるミッションマネジメント実施度の比較分析結果
一般的情報 地域内個別情報

上　位　群
（n＝２47）

下　位　群
（n＝２4１） t　値 上　位　群

（n＝２49）
下　位　群
（n＝２39） t　値

ミッション反映のマネジメント .033（.8６１）−.03６（.95６）−0.84 .２１６（.8２0） −.２２7（.943）−5.55***

二 次 浸 透 メ カ ニ ズ ム に よ る
ミッション浸透のマネジメント .059（.85１）−.070（.795）−１.73 .１00（.855） −.１１4（.780）−２.89**

一 次 浸 透 メ カ ニ ズ ム に よ る
ミッション浸透のマネジメント .053（.83１）−.034（.759）−１.２0 .１１0（.740） −.094（.84１）−２.83**

†（　）内は標準偏差
†† **p<.0１，***p<.00１

表 9　ミッションの作成目的の因子分析結果
Ⅰ Ⅱ

Ⅰ　消極的目的（α=.705）
　　設立や運営に関するテキストに作成するように書かれていたため .892 −.１２６
　　行政担当者が作成するように指導したため .605 −.１5２
　　法人格や補助金の取得などの申請のため .538 .095
Ⅱ　積極的目的（α=.689）
　　経営の方針や戦略のよりどころとするため .073 .696
　　運営組織の結束を強めるため .084 .612
　　クラブの取り組む課題を明確化するため −.１89 .602
　　活動を周知し、活動趣旨を理解してもらうため −.１55 .471
固有値 ２.２70 １.793
寄与率（%） ２１.750 ２１.3２２
累積寄与率（%） ２１.750 43.07２
†主因子法，バリマックス回転による
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数は0.６以上を示し，内的整合性が確認された．
続いて，「消極的目的」「積極的目的」の因子得
点を用いて，それぞれを得点の高低により「上
位群」「下位群」に二分し，各群のミッション
反映・浸透のマネジメント因子得点平均の比較 

（t 検定）を行った（表１0）．分析の結果，「積
極的目的」では全ての因子で0.１％水準の有意
な差が認められ，いずれも「上位群」の平均値
が高かった．また「消極的目的」では，いずれ
の因子においても有意な差は認められなかった．

２．ミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度とミッションの浸透度の関係

次に，ミッション反映・浸透のマネジメント
の実施度とミッションの浸透度との関連を検討

した．分析は, ミッション反映・浸透のマネジメ
ントに関する因子得点を用い，各因子を得点が
高い順に「上位群」「中位群」「下位群」の 3 群
に分け，各群を独立変数，ミッションの浸透度
を従属変数とした一要因分散分析を行った（表
１１）．分析の結果，「ミッション反映のマネジメ
ント」「一次浸透メカニズムによるミッション浸
透のマネジメント」では「クラブ運営・管理者」

「有給の運営スタッフ」「指導者」「クラブ会員」
「クラブ非会員」への浸透度で有意な差が認めら
れた．また，「二次浸透メカニズムによるミッ
ション浸透のマネジメント」では「ボランティ
アスタッフ」「クラブ会員」以外で有意な差が認
められた．さらに，Tukey法による多重比較

（ 5 ％水準）の結果，ミッション反映・浸透のマ

表10　ミッションの作成目的によるミッションマネジメント実施度の比較分析結果
消極的目的 積極的目的

上　位　群
（n＝２54）

下　位　群
（n＝２3６） t　値 上　位　群

（n＝２3６）
下　位　群
（n＝２54） t　値

ミッション反映のマネジメント .048（.854） .043（.947） １.１２ .２１5（.8６１） −.２09（.890）−5.3６***

二 次 浸 透 メ カ ニ ズ ム に よ る
ミッション浸透のマネジメント .038（.859）−.035（.798）−0.98 .１44（.858） −.１２9（.783）−3.６8***

一 次 浸 透 メ カ ニ ズ ム に よ る
ミッション浸透のマネジメント .0１3（.8１5）−.0２１（.774）−0.47 .１54（.755） −.１50（.805）−4.30***

†（　）内は標準偏差
††　***p<.00１

表11　ミッションマネジメント実施度によるミッションの浸透度

ミッション反映のマネジメント 二次浸透メカニズムによる
ミッション浸透のマネジメント

一次浸透メカニズムによる
ミッション浸透のマネジメント

上位群
（n＝１73）

中位群
（n＝１６4）

下位群
（n＝１7１） Ｆ値 多重比較 上位群

（n＝１74）
中位群

（n＝１６２）
下位群

（n＝１7２） Ｆ値 多重比較 上位群
（n＝１70）

中位群
（n＝１６7）

下位群
（n＝１7１） Ｆ値 多重比較

クラブ運営・管理者
3.80 3.57 3.4１

２7.3２*** 上位＞中位
＞下位

3.６8 3.59 3.5１
4.9２** 上位＞下位

3.74 3.６２ 3.43
１６.１１*** 上位・中位

＞下位（0.40） （0.53） （0.55） （0.5１） （0.5２） （0.5２） （0.48） （0.49） （0.55）

有給の運営スタッフ
3.55 3.3２ 3.１0

１3.05*** 上位＞中位
＞下位

3.4６ 3.34 3.１１
６.94*** 上位・中位

＞下位
3.55 3.２4 3.１4

１１.６６*** 上位
＞中位・下位（0.53） （0.６１） （0.79） （0.６２） （0.70） （0.６9） （0.59） （0.６8） （0.70）

指導者
3.２8 ２.94 ２.88

２0.84*** 上位
＞中位・下位

3.１8 ２.97 ２.9６
６.２２** 上位

＞中位・下位
3.２0 3.03 ２.88

１0.38*** 上位
＞中位・下位（0.６0） （0.57） （0.６7） （0.58） （0.６3） （0.６8） （0.６3） （0.58） （0.６６）

ボランティアスタッフ
２.88 ２.80 ２.６６

3.６9* 上位＞下位
２.85 ２.7６ ２.73

１.１5
２.88 ２.8１ ２.６６

3.88* 上位＞下位
（0.６7） （0.６5） （0.7２） （0.６5） （0.６9） （0.7１） （0.６8） （0.６4） （0.7１）

クラブ会員
２.６9 ２.53 ２.44

7.43*** 上位
＞中位・下位

２.６0 ２.58 ２.47
２.１６

２.６7 ２.58 ２.4１
7.5６*** 上位・中位

＞下位（0.６２） （0.６0） （0.６２） （0.６１） （0.６１） （0.６4） （0.６3） （0.5６） （0.６3）

クラブ非会員
２.１5 ２.0２ １.90

5.83** 上位＞下位
２.１２ ２.0１ １.93

3.7２* 上位＞下位
２.１9 ２.04 １.83

１２.57*** 上位・中位
＞下位（0.7１） （0.６5） （0.６3） （0.73） （0.６3） （0.６3） （0.６8） （0.６4） （0.６4）

†（　）内は標準偏差
†† *p<.05，**p<.0１，***p<.00１
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均値が高かった．一方「一般的情報」では，い
ずれのミッションマネジメント因子でも有意な
差は認められなかった．

（５）ミッションの作成目的とミッション反
映・浸透のマネジメントの実施度との関係

次に，ミッションの作成目的とミッション反
映・浸透のマネジメントの実施度との関連を検
討した．まず，ミッションの作成目的について
測定した 7 項目に対して因子分析（主因子法・
バリマックス回転）を行い，構成因子を確認し
た結果， ２ 因子（累積寄与率43.07％）が抽出
された（表 9 ）．第Ⅰ因子は「テキストに作成
するように記載されていたため」「行政担当者
が作成するように指導したため」「法人格や補

助金の取得などの申請のため」が高い因子負荷
量を示した．これらはテキストに書かれていた
から，行政担当者に言われたからというように，
消極的な目的からミッションを作成したことを
示す項目群であると解釈できる．よって第Ⅰ因
子を「消極的目的」と命名した．第Ⅱ因子は

「方針や戦略を決める際のよりどころとするた
め」「運営組織の結束を強めるため」「クラブの
取り組む課題を明確化するため」「活動を周知
し，活動趣旨を理解してもらうため」が高い因
子負荷量を示した．これらはミッションをクラ
ブ運営に役立て，積極的に活用することを目的
としてミッションを作成したことを示す項目群
であると解釈できる．よって第Ⅱ因子を「積極
的目的」と命名した．抽出された各因子のα係

表 8　情報の影響度によるミッションマネジメント実施度の比較分析結果
一般的情報 地域内個別情報

上　位　群
（n＝２47）

下　位　群
（n＝２4１） t　値 上　位　群

（n＝２49）
下　位　群
（n＝２39） t　値

ミッション反映のマネジメント .033（.8６１）−.03６（.95６）−0.84 .２１６（.8２0） −.２２7（.943）−5.55***

二 次 浸 透 メ カ ニ ズ ム に よ る
ミッション浸透のマネジメント .059（.85１）−.070（.795）−１.73 .１00（.855） −.１１4（.780）−２.89**

一 次 浸 透 メ カ ニ ズ ム に よ る
ミッション浸透のマネジメント .053（.83１）−.034（.759）−１.２0 .１１0（.740） −.094（.84１）−２.83**

†（　）内は標準偏差
†† **p<.0１，***p<.00１

表 9　ミッションの作成目的の因子分析結果
Ⅰ Ⅱ

Ⅰ　消極的目的（α=.705）
　　設立や運営に関するテキストに作成するように書かれていたため .892 −.１２６
　　行政担当者が作成するように指導したため .605 −.１5２
　　法人格や補助金の取得などの申請のため .538 .095
Ⅱ　積極的目的（α=.689）
　　経営の方針や戦略のよりどころとするため .073 .696
　　運営組織の結束を強めるため .084 .612
　　クラブの取り組む課題を明確化するため −.１89 .602
　　活動を周知し、活動趣旨を理解してもらうため −.１55 .471
固有値 ２.２70 １.793
寄与率（%） ２１.750 ２１.3２２
累積寄与率（%） ２１.750 43.07２
†主因子法，バリマックス回転による
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数は0.６以上を示し，内的整合性が確認された．
続いて，「消極的目的」「積極的目的」の因子得
点を用いて，それぞれを得点の高低により「上
位群」「下位群」に二分し，各群のミッション
反映・浸透のマネジメント因子得点平均の比較 

（t 検定）を行った（表１0）．分析の結果，「積
極的目的」では全ての因子で0.１％水準の有意
な差が認められ，いずれも「上位群」の平均値
が高かった．また「消極的目的」では，いずれ
の因子においても有意な差は認められなかった．

２．ミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度とミッションの浸透度の関係

次に，ミッション反映・浸透のマネジメント
の実施度とミッションの浸透度との関連を検討

した．分析は, ミッション反映・浸透のマネジメ
ントに関する因子得点を用い，各因子を得点が
高い順に「上位群」「中位群」「下位群」の 3 群
に分け，各群を独立変数，ミッションの浸透度
を従属変数とした一要因分散分析を行った（表
１１）．分析の結果，「ミッション反映のマネジメ
ント」「一次浸透メカニズムによるミッション浸
透のマネジメント」では「クラブ運営・管理者」

「有給の運営スタッフ」「指導者」「クラブ会員」
「クラブ非会員」への浸透度で有意な差が認めら
れた．また，「二次浸透メカニズムによるミッ
ション浸透のマネジメント」では「ボランティ
アスタッフ」「クラブ会員」以外で有意な差が認
められた．さらに，Tukey法による多重比較

（ 5 ％水準）の結果，ミッション反映・浸透のマ

表10　ミッションの作成目的によるミッションマネジメント実施度の比較分析結果
消極的目的 積極的目的

上　位　群
（n＝２54）

下　位　群
（n＝２3６） t　値 上　位　群

（n＝２3６）
下　位　群
（n＝２54） t　値

ミッション反映のマネジメント .048（.854） .043（.947） １.１２ .２１5（.8６１） −.２09（.890）−5.3６***

二 次 浸 透 メ カ ニ ズ ム に よ る
ミッション浸透のマネジメント .038（.859）−.035（.798）−0.98 .１44（.858） −.１２9（.783）−3.６8***

一 次 浸 透 メ カ ニ ズ ム に よ る
ミッション浸透のマネジメント .0１3（.8１5）−.0２１（.774）−0.47 .１54（.755） −.１50（.805）−4.30***

†（　）内は標準偏差
††　***p<.00１

表11　ミッションマネジメント実施度によるミッションの浸透度

ミッション反映のマネジメント 二次浸透メカニズムによる
ミッション浸透のマネジメント

一次浸透メカニズムによる
ミッション浸透のマネジメント

上位群
（n＝１73）

中位群
（n＝１６4）

下位群
（n＝１7１） Ｆ値 多重比較 上位群

（n＝１74）
中位群

（n＝１６２）
下位群

（n＝１7２） Ｆ値 多重比較 上位群
（n＝１70）

中位群
（n＝１６7）

下位群
（n＝１7１） Ｆ値 多重比較

クラブ運営・管理者
3.80 3.57 3.4１

２7.3２*** 上位＞中位
＞下位

3.６8 3.59 3.5１
4.9２** 上位＞下位

3.74 3.６２ 3.43
１６.１１*** 上位・中位

＞下位（0.40） （0.53） （0.55） （0.5１） （0.5２） （0.5２） （0.48） （0.49） （0.55）

有給の運営スタッフ
3.55 3.3２ 3.１0

１3.05*** 上位＞中位
＞下位

3.4６ 3.34 3.１１
６.94*** 上位・中位

＞下位
3.55 3.２4 3.１4

１１.６６*** 上位
＞中位・下位（0.53） （0.６１） （0.79） （0.６２） （0.70） （0.６9） （0.59） （0.６8） （0.70）

指導者
3.２8 ２.94 ２.88

２0.84*** 上位
＞中位・下位

3.１8 ２.97 ２.9６
６.２２** 上位

＞中位・下位
3.２0 3.03 ２.88

１0.38*** 上位
＞中位・下位（0.６0） （0.57） （0.６7） （0.58） （0.６3） （0.６8） （0.６3） （0.58） （0.６６）

ボランティアスタッフ
２.88 ２.80 ２.６６

3.６9* 上位＞下位
２.85 ２.7６ ２.73

１.１5
２.88 ２.8１ ２.６６

3.88* 上位＞下位
（0.６7） （0.６5） （0.7２） （0.６5） （0.６9） （0.7１） （0.６8） （0.６4） （0.7１）

クラブ会員
２.６9 ２.53 ２.44

7.43*** 上位
＞中位・下位

２.６0 ２.58 ２.47
２.１６

２.６7 ２.58 ２.4１
7.5６*** 上位・中位

＞下位（0.６２） （0.６0） （0.６２） （0.６１） （0.６１） （0.６4） （0.６3） （0.5６） （0.６3）

クラブ非会員
２.１5 ２.0２ １.90

5.83** 上位＞下位
２.１２ ２.0１ １.93

3.7２* 上位＞下位
２.１9 ２.04 １.83

１２.57*** 上位・中位
＞下位（0.7１） （0.６5） （0.６3） （0.73） （0.６3） （0.６3） （0.６8） （0.６4） （0.６4）

†（　）内は標準偏差
†† *p<.05，**p<.0１，***p<.00１
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たことから「会員数の変化」を示す成分として
解釈できる．抽出された各因子のα係数は0.7
以上を示し，内的整合性が確認された．そこで，
次の段階の分析では第Ⅰ主成分得点を主観的成
長性得点として用いることとした注１4）．

（２）ミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度とクラブの成長性の関係

次に，ミッション反映・浸透のマネジメント
の実施度とクラブの成長性との関連を検討した．
分析は，ミッション反映・浸透のマネジメント
に関する因子得点を用い，各因子を得点が高い
順に「上位群」「中位群」「下位群」の 3 群に分
け，各群を独立変数，客観的成長性得点，主観
的成長性得点を従属変数とした一要因分散分析
を行った（表１3）．分析の結果，「ミッション反
映のマネジメント」「二次浸透メカニズムによ
るミッション浸透のマネジメント」「一次浸透
メカニズムによるミッション浸透のマネジメン
ト」のいずれのマネジメント方略においても，

ネジメントの実施度が高いグループほどミッ
ションの浸透度が高い傾向がみられた． 

３．ミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度，ミッションの浸透度とクラブの成長
性との関係

（１）クラブの成長性得点の算出
はじめに，クラブの成長性得点を算出した．

客観的成長性は，クラブ設立時と現在のクラブ
会員数を比較し，会員数が減少したクラブには
１ 点，会員数が変わらないクラブには ２ 点，会
員数が増加したクラブには 3 点を与え得点化し
た．主観的成長性は，１3の評価項目に対し主成
分分析を行い得点を算出した．分析の結果， ２
つの成分が抽出され，第Ⅰ主成分，第Ⅱ主成分
の寄与率はそれぞれ38.44％，8.98％であった

（表１２）．第Ⅰ主成分は，全ての項目が正の因子
負荷量を示したことから「総合得点」を示す成
分として解釈できる．また，第Ⅱ主成分は会員
数の増減に関する項目が正の因子負荷量を示し

表12　主観的成長性評価項目に対する主成分分析結果
Ⅰ Ⅱ

クラブの提供する事業への参加者が増えている .79１ .１4２
クラブ創設の理念やミッションは確実に達成されつつある .7１4 −.003
会員のスポーツライフやクラブライフの質が向上している .7１4 .２55
協力関係（資源の共有・共同事業等）にある団体が増えている .６88 −.２5２
毎年、新規の事業を計画している .６６7 −.053
定期的にクラブで活動をする会員が増えている .６49 .43２
ボランティアが増えている .６4２ −.２07
自治体の政策への発言力や影響力が大きくなっている .６0６ −.35６
総収入に占める会費の割合が増えている .548 .２53
クラブのことをほとんどの住民が知るようになってきている .539 −.２99
運営スタッフの定着率が高い .5１5 .１3２
寄付金が増えている .48１ −.509
退会する会員が増えてきている（逆転項目） .383 .479
固有値 4.998 １.１６7
寄与率（%） 38.443 8.98
累積寄与率（%） 38.443 47.4２3
α係数 .85６ .74２
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「客観的成長性」「主観的成長性」で有意な差が
認められた．さらに，Tukey法による多重比較

（ 5 ％水準）の結果，「客観的成長性」「主観的
成長性」ともにミッション反映・浸透のマネジ
メントの実施度が高いグループほど成長性が高
い傾向がみられた．

（３）ミッションの浸透度とクラブの成長性の
関係

最後に，ミッションの浸透度とクラブの成長
性との関連を検討した．分析は，各対象者の
ミッションの浸透度について「 １ ．全く理解し
ていない」「 ２ ．あまり理解していない」と回
答したクラブを「低群」，「 3 ．理解している」

「 4 ．よく理解している」と回答したクラブを
「高群」として，ミッションの浸透度別にクラ
ブの成長性得点平均の比較（t検定）を行った

（表１4）．分析の結果，「客観的成長性」では「有

給スタッフ」「クラブ会員」で有意な差が認め
られ，「有給スタッフ」で「高群」，「クラブ会員」
で「低群」の平均値が高かった．また「主観的
成長性」では，「有給スタッフ」「指導者」「ク
ラブ会員」「クラブ非会員」で有意な差が認め
られ，いずれも「高群」の平均値が高かった．

Ⅳ．考察

１．ミッションの形成過程とミッション反映・
浸透のマネジメントの実施度との関係

ミッションの形成過程に関わる変数として，
ミッションの作成期間，議論の活発度，ミッ
ションに影響した情報，ミッションの作成目的
の 4 つを取り上げ，ミッション反映・浸透のマ
ネジメントの実施度との関係について分析を
行った．分析の結果，「作成期間」では「二次

表13　ミッションマネジメント実施度によるクラブの成長性の比較分析結果

ミッション反映のマネジメント 二次浸透メカニズムによる
ミッション浸透のマネジメント

一次浸透メカニズムによる
ミッション浸透のマネジメント

上位群
（n＝１73）

中位群
（n＝１６4）

下位群
（n＝１7１） Ｆ値 多重比較 上位群

（n＝１74）
中位群

（n＝１６２）
下位群

（n＝１7２） Ｆ値 多重比較 上位群
（n＝１70）

中位群
（n＝１６7）

下位群
（n＝１7１） Ｆ値 多重比較

客観的成長性
２.47 ２.44 ２.２5

4.２0* 上位・中位
＞下位

２.58 ２.39 ２.１9
１１.１4*** 上位・中位

＞下位

２.49 ２.40 ２.２６
3.73* 上位＞下位

（0.7６） （0.74） （0.78） （0.６9） （0.74） （0.8２） （0.73） （0.73） （0.83）

主観的成長性
0.57 0.37 −0.１６

34.34*** 上位・中位
＞下位

0.58 0.２3 −0.0２
２１.3１*** 上位＞中位

＞下位

0.58 0.２２ −0.0１
２0.0２*** 上位＞中位

＞下位（0.88） （0.78） （0.80） （0.77） （0.84） （0.9２） （0.80） （0.90） （0.83）

†（　）内は標準偏差
††　*p<.05，***p<.00１

表14　ミッションの浸透度によるクラブの成長性の比較分析結果

クラブ運営・管理者 有給スタッフ 指　導　者 ボランティア クラブ会員 クラブ非会員

高群
（n＝5２3）

低群
（n＝ 9 ） ｔ値 高群

（n＝30２）
低群

（n＝２６） ｔ値 高群
（n＝434）

低群
（n＝84） ｔ値 中位群

（n＝304）
下位群

（n＝１3６） t 値 上位群
（n＝２9１）

下位群
（n＝２39） t 値 上位群

（n＝１0６）
下位群

（n＝409） t 値

客観的成長性
２.38 ２.33

−0.１7
２.50 ２.１２

−２.55*
２.40 ２.39

−0.１3
２.3６ ２.45

１.08
２.3１ ２.47

２.4６*
２.40 ２.37

−0.33
（0.7６） （0.87） （0.74） （0.77） （0.7６） （0.7６） （0.77） （0.73） （0.78） （0.74） （0.75） （0.77）

主観的成長性
0.２7 0.２8

0.05
0.50 −0.１4

−3.６２***
0.34 0.03

−3.03**
0.34 0.２２

−１.２8
0.37 0.１4

−２.9１**
0.57 0.２１

−3.7２***
（0.88） （１.１１） （0.83） （１.00） （0.84） （0.9１） （0.8６） （0.94） （0.85） （0.9１） （0.8６） （0.87）

†（　）内は標準偏差
††　*p<.05，**p<.0１，***p<.00１
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たことから「会員数の変化」を示す成分として
解釈できる．抽出された各因子のα係数は0.7
以上を示し，内的整合性が確認された．そこで，
次の段階の分析では第Ⅰ主成分得点を主観的成
長性得点として用いることとした注１4）．

（２）ミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度とクラブの成長性の関係

次に，ミッション反映・浸透のマネジメント
の実施度とクラブの成長性との関連を検討した．
分析は，ミッション反映・浸透のマネジメント
に関する因子得点を用い，各因子を得点が高い
順に「上位群」「中位群」「下位群」の 3 群に分
け，各群を独立変数，客観的成長性得点，主観
的成長性得点を従属変数とした一要因分散分析
を行った（表１3）．分析の結果，「ミッション反
映のマネジメント」「二次浸透メカニズムによ
るミッション浸透のマネジメント」「一次浸透
メカニズムによるミッション浸透のマネジメン
ト」のいずれのマネジメント方略においても，

ネジメントの実施度が高いグループほどミッ
ションの浸透度が高い傾向がみられた． 

３．ミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度，ミッションの浸透度とクラブの成長
性との関係

（１）クラブの成長性得点の算出
はじめに，クラブの成長性得点を算出した．

客観的成長性は，クラブ設立時と現在のクラブ
会員数を比較し，会員数が減少したクラブには
１ 点，会員数が変わらないクラブには ２ 点，会
員数が増加したクラブには 3 点を与え得点化し
た．主観的成長性は，１3の評価項目に対し主成
分分析を行い得点を算出した．分析の結果， ２
つの成分が抽出され，第Ⅰ主成分，第Ⅱ主成分
の寄与率はそれぞれ38.44％，8.98％であった

（表１２）．第Ⅰ主成分は，全ての項目が正の因子
負荷量を示したことから「総合得点」を示す成
分として解釈できる．また，第Ⅱ主成分は会員
数の増減に関する項目が正の因子負荷量を示し

表12　主観的成長性評価項目に対する主成分分析結果
Ⅰ Ⅱ

クラブの提供する事業への参加者が増えている .79１ .１4２
クラブ創設の理念やミッションは確実に達成されつつある .7１4 −.003
会員のスポーツライフやクラブライフの質が向上している .7１4 .２55
協力関係（資源の共有・共同事業等）にある団体が増えている .６88 −.２5２
毎年、新規の事業を計画している .６６7 −.053
定期的にクラブで活動をする会員が増えている .６49 .43２
ボランティアが増えている .６4２ −.２07
自治体の政策への発言力や影響力が大きくなっている .６0６ −.35６
総収入に占める会費の割合が増えている .548 .２53
クラブのことをほとんどの住民が知るようになってきている .539 −.２99
運営スタッフの定着率が高い .5１5 .１3２
寄付金が増えている .48１ −.509
退会する会員が増えてきている（逆転項目） .383 .479
固有値 4.998 １.１６7
寄与率（%） 38.443 8.98
累積寄与率（%） 38.443 47.4２3
α係数 .85６ .74２
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「客観的成長性」「主観的成長性」で有意な差が
認められた．さらに，Tukey法による多重比較

（ 5 ％水準）の結果，「客観的成長性」「主観的
成長性」ともにミッション反映・浸透のマネジ
メントの実施度が高いグループほど成長性が高
い傾向がみられた．

（３）ミッションの浸透度とクラブの成長性の
関係

最後に，ミッションの浸透度とクラブの成長
性との関連を検討した．分析は，各対象者の
ミッションの浸透度について「 １ ．全く理解し
ていない」「 ２ ．あまり理解していない」と回
答したクラブを「低群」，「 3 ．理解している」

「 4 ．よく理解している」と回答したクラブを
「高群」として，ミッションの浸透度別にクラ
ブの成長性得点平均の比較（t検定）を行った

（表１4）．分析の結果，「客観的成長性」では「有

給スタッフ」「クラブ会員」で有意な差が認め
られ，「有給スタッフ」で「高群」，「クラブ会員」
で「低群」の平均値が高かった．また「主観的
成長性」では，「有給スタッフ」「指導者」「ク
ラブ会員」「クラブ非会員」で有意な差が認め
られ，いずれも「高群」の平均値が高かった．

Ⅳ．考察

１．ミッションの形成過程とミッション反映・
浸透のマネジメントの実施度との関係

ミッションの形成過程に関わる変数として，
ミッションの作成期間，議論の活発度，ミッ
ションに影響した情報，ミッションの作成目的
の 4 つを取り上げ，ミッション反映・浸透のマ
ネジメントの実施度との関係について分析を
行った．分析の結果，「作成期間」では「二次

表13　ミッションマネジメント実施度によるクラブの成長性の比較分析結果

ミッション反映のマネジメント 二次浸透メカニズムによる
ミッション浸透のマネジメント

一次浸透メカニズムによる
ミッション浸透のマネジメント

上位群
（n＝１73）

中位群
（n＝１６4）

下位群
（n＝１7１） Ｆ値 多重比較 上位群

（n＝１74）
中位群

（n＝１６２）
下位群

（n＝１7２） Ｆ値 多重比較 上位群
（n＝１70）

中位群
（n＝１６7）

下位群
（n＝１7１） Ｆ値 多重比較

客観的成長性
２.47 ２.44 ２.２5

4.２0* 上位・中位
＞下位

２.58 ２.39 ２.１9
１１.１4*** 上位・中位

＞下位

２.49 ２.40 ２.２６
3.73* 上位＞下位

（0.7６） （0.74） （0.78） （0.６9） （0.74） （0.8２） （0.73） （0.73） （0.83）

主観的成長性
0.57 0.37 −0.１６

34.34*** 上位・中位
＞下位

0.58 0.２3 −0.0２
２１.3１*** 上位＞中位

＞下位

0.58 0.２２ −0.0１
２0.0２*** 上位＞中位

＞下位（0.88） （0.78） （0.80） （0.77） （0.84） （0.9２） （0.80） （0.90） （0.83）

†（　）内は標準偏差
††　*p<.05，***p<.00１

表14　ミッションの浸透度によるクラブの成長性の比較分析結果

クラブ運営・管理者 有給スタッフ 指　導　者 ボランティア クラブ会員 クラブ非会員

高群
（n＝5２3）

低群
（n＝ 9 ） ｔ値 高群

（n＝30２）
低群

（n＝２６） ｔ値 高群
（n＝434）

低群
（n＝84） ｔ値 中位群

（n＝304）
下位群

（n＝１3６） t 値 上位群
（n＝２9１）

下位群
（n＝２39） t 値 上位群

（n＝１0６）
下位群

（n＝409） t 値

客観的成長性
２.38 ２.33

−0.１7
２.50 ２.１２

−２.55*
２.40 ２.39

−0.１3
２.3６ ２.45

１.08
２.3１ ２.47

２.4６*
２.40 ２.37

−0.33
（0.7６） （0.87） （0.74） （0.77） （0.7６） （0.7６） （0.77） （0.73） （0.78） （0.74） （0.75） （0.77）

主観的成長性
0.２7 0.２8

0.05
0.50 −0.１4

−3.６２***
0.34 0.03

−3.03**
0.34 0.２２

−１.２8
0.37 0.１4

−２.9１**
0.57 0.２１

−3.7２***
（0.88） （１.１１） （0.83） （１.00） （0.84） （0.9１） （0.8６） （0.94） （0.85） （0.9１） （0.8６） （0.87）

†（　）内は標準偏差
††　*p<.05，**p<.0１，***p<.00１
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浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジ
メント」で有意な差が認められ，「長期群」に
おいて高い実施度が示された．また，「議論の
活発度」「地域内個別情報」の影響度，「積極的
目的」の強さによる比較では，いずれも「上位
群」がミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度が高かった．一方で「一般的情報」の影
響度，「消極的目的」の強さによる比較では有
意な差は認められなかった．

これらの結果は，ミッションの作成に時間を
かけて活発な議論を行い，地域に関わる問題を
解決しようとする積極的な意図としてミッショ
ンが形成されることが，クラブ設立後のミッ
ションマネジメントの実施度を高める可能性を
示唆している注１5）．作野（２00２）は社会運動論
を援用しながら，地域住民がクラブづくりの過
程において，「『我々の共通の生活課題は何か』

『何のためのクラブづくりか』『なぜ総合型なの
か』―こうした問いに対する答えを模索してい
く過程」が運動体としてクラブを成立させてい
くために重要であることを指摘した．社会運動
は，「生活要件の不充足を解決するためになさ
れる，社会的状況を変革しようとする集合的行
動」（片桐, １993）と定義される．すなわち，運
動の目的となるのは生活課題の解決であり，そ
の意図が人々に共有されることで運動が生起す
る．この発想を敷衍した作野によるクラブ成立
過程のモデルに依拠すれば，地域住民の議論を
通じ，生活の中にある不満や欲求を起点として，
地域課題を解決しようとする意図であるミッ
ションが形成されることにより，運動組織とし
てクラブでミッションに基づいたマネジメント
や，ミッションを広く組織内外に周知する活動
が行われるようになると考えられる．また作野

（２000）は，「『スポーツ振興のため』とか『ス
ポーツ人口を増やすため』といった行政課題は
一般論としては全く問題ないが，地域住民によ
るクラブ組織の形成に向けた動因としては抽象
的でインパクトに欠ける」と述べる．本研究に
おいて，「一般的情報」や「消極的目的」とミッ
ション反映・浸透のマネジメントの実施度に有
意な関係が認められなかったことは，一般論と

してのクラブ育成の理念が運動体としてのクラ
ブの成立，発展には繋がりにくいという作野の
指摘を支持するものであるといえるだろう．つ
まり，政策や行政課題に示されている “上から
の理念”を地域住民にいかに理解させるか，と
いう視点から行われるクラブの育成や支援は，
運動体としてのクラブの成立や発展には不十分
であり，地域住民の生活の中から，地域住民自
身の理念としてミッションが形成される必要が
あると考える．しかしながら，地域には多様な
背景をもつ人々が存在するため，ミッションに
ついて十分な時間をかけて議論し，共通認識を
形成することや，生活課題を自分達の問題とし
て内面化することは非常に難しく，これらを一
つ一つ行った上でミッションを作り上げていく
ことは容易ではないと予想される．したがって，
地域住民が議論できる場を設け，生活課題や
ミッションの内容について時間をかけて考え，
合意形成を促すようリーダーがコーディネート
するなど，ミッション形成のためのマネジメン
トがクラブ設立時における育成・支援の方略と
して重要な意味をもつと考える．

２．ミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度とミッションの浸透度との関係

ミッション反映・浸透のマネジメントの実施
度により，ミッションの浸透度を比較分析した
結果，ミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度が高いグループほどミッションの浸透度
が高い傾向がみられた．

本研究結果から，クラブ内外の個人に対し
ミッションへの理解を促していくためには，ク
ラブ運営組織による積極的なミッション反映・
浸透のマネジメントの実施が必要であることが
推察される．経営理念浸透のプロセスについて，
松岡（１997）が提起した意味生成モデルでは，
経営理念に対する疑問や矛盾，曖昧さから発生
する議論や内省が経営理念の意味に気づくきっ
かけとなり，経営理念が浸透していくとされる．
つまり，人々はミッションの内容やそれに込め
られた思いを，クラブの活動やリーダーの行動，
文字・ロゴマークなどから読み取り，ミッショ
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ンを意味付けていくことで理解を深めていく．
よって，先行研究の知見及び本研究結果を踏ま
えれば，ミッションをクラブの活動やマネジメ
ントサイクルに反映させる「ミッション反映の
マネジメント」や，行動や語りかけ，文字やロ
ゴマークを通じてミッションを周知する「ミッ
ション浸透のマネジメント」がミッションの意
味や内容を示すシンボルとして機能し，個人が
そこから意味・内容を読み取ることでミッショ
ンの浸透が進んでいくと考えられる．

また，ミッション反映・浸透のマネジメント
方略のうち「二次浸透メカニズムによるミッ
ション浸透のマネジメント」では，ボランティ
アスタッフやクラブ会員の浸透度との間に有意
な関連は認められなかった．このことから，実
施されるマネジメント方略の種類によってミッ
ションの浸透を促す効果に違いがあることが推
察される．松岡は理念の浸透と個人の経験との
関係について，「経営理念の浸透に影響を与え
る直接的な経験とその統合や，矛盾・ギャップ
について内省の機会が多いほど浸透レベルが深
くなるのではないか」と仮説を提示している．
この仮説によれば，クラブ経営へのミッション
の反映やミッションに関わるリーダーの行動や
語りかけは，個人がミッションの内容や意味に
ついて深く考える直接的な経験になる一方で，
ミッションを象徴する文字やロゴマークなどの
抽象化されたシンボルでは，その抽象度の高さ
ゆえ，個人のミッションに対する解釈や意味付
けが起こりにくくなることが予想される．この
ため「二次浸透メカニズムによるミッション浸
透のマネジメント」では，ミッションの浸透度
との関係について一部有意な関係が認められな
かったのではないかと推察される．よって，
ミッションの浸透度を高めるためには，クラブ
経営へのミッションの反映や，リーダーの行動
や語りかけによってミッションに対する理解を
直接的に促すことがより有効なマネジメント方
略になると考えられる．

３．ミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度及びミッションの浸透度とクラブの成
長性との関係

ミッション反映・浸透のマネジメントの実施
度により, クラブの成長性得点を比較分析した
結果，ミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度が高いグループほどクラブの成長性が高
い傾向がみられた．また，ミッションの浸透度
によるクラブの主観的成長性得点の比較分析で
は，有給スタッフ，指導者，クラブ会員，クラ
ブ非会員への浸透度が高いグループの方がクラ
ブの成長性が高い結果となった．

北居・松田（２004）によれば，経営理念には
「内部統合機能」と「外部適応機能」の ２ つの
機能があるとされる．内部統合機能とは，組織
成員の動機付けや一体感を醸成するなど，組織
内に対する機能を指し，先行研究では経営理念
の浸透により組織成員の情緒的コミットメント
や組織市民行動，職務関与が高まることが明ら
かにされている（北居・田中, ２009; 高尾・王, 
２0１２; 高, ２0１0）．また，外部適応機能では，組
織外へ経営理念が浸透されることにより，自組
織の活動に対するステークホルダーの正当化を
促すとされる．経営理念の機能に関するこれら
知見に鑑みると，クラブを取り巻く個人にミッ
ションが浸透することにより，クラブ内に対し
ては組織コミットメントの向上や組織市民行動
の促進といった内部統合機能が，クラブ外に対
してはクラブへの社会的正当性や信頼の向上と
いった外部適応機能がそれぞれ発揮されること
でクラブの成長につながると考えられる．

ただし，有給スタッフ，クラブ会員への浸透
度と客観的成長性との関係では，有給スタッフ
では浸透度が高い方が，クラブ会員では浸透度
が低い方が，クラブの成長性が有意に高く，有
給スタッフとクラブ会員で正反対の結果が得ら
れた．これらの結果からは，単にクラブの提供
するサービスを利用してスポーツを行うだけの
会員にとっては，ミッションの浸透がかえって
クラブ参加の障壁となる可能性も考えられる．
ミッションを浸透することの難しさについて田
尾（１999, p.97）は，ミッションを非営利組織
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浸透メカニズムによるミッション浸透のマネジ
メント」で有意な差が認められ，「長期群」に
おいて高い実施度が示された．また，「議論の
活発度」「地域内個別情報」の影響度，「積極的
目的」の強さによる比較では，いずれも「上位
群」がミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度が高かった．一方で「一般的情報」の影
響度，「消極的目的」の強さによる比較では有
意な差は認められなかった．

これらの結果は，ミッションの作成に時間を
かけて活発な議論を行い，地域に関わる問題を
解決しようとする積極的な意図としてミッショ
ンが形成されることが，クラブ設立後のミッ
ションマネジメントの実施度を高める可能性を
示唆している注１5）．作野（２00２）は社会運動論
を援用しながら，地域住民がクラブづくりの過
程において，「『我々の共通の生活課題は何か』

『何のためのクラブづくりか』『なぜ総合型なの
か』―こうした問いに対する答えを模索してい
く過程」が運動体としてクラブを成立させてい
くために重要であることを指摘した．社会運動
は，「生活要件の不充足を解決するためになさ
れる，社会的状況を変革しようとする集合的行
動」（片桐, １993）と定義される．すなわち，運
動の目的となるのは生活課題の解決であり，そ
の意図が人々に共有されることで運動が生起す
る．この発想を敷衍した作野によるクラブ成立
過程のモデルに依拠すれば，地域住民の議論を
通じ，生活の中にある不満や欲求を起点として，
地域課題を解決しようとする意図であるミッ
ションが形成されることにより，運動組織とし
てクラブでミッションに基づいたマネジメント
や，ミッションを広く組織内外に周知する活動
が行われるようになると考えられる．また作野

（２000）は，「『スポーツ振興のため』とか『ス
ポーツ人口を増やすため』といった行政課題は
一般論としては全く問題ないが，地域住民によ
るクラブ組織の形成に向けた動因としては抽象
的でインパクトに欠ける」と述べる．本研究に
おいて，「一般的情報」や「消極的目的」とミッ
ション反映・浸透のマネジメントの実施度に有
意な関係が認められなかったことは，一般論と

してのクラブ育成の理念が運動体としてのクラ
ブの成立，発展には繋がりにくいという作野の
指摘を支持するものであるといえるだろう．つ
まり，政策や行政課題に示されている “上から
の理念”を地域住民にいかに理解させるか，と
いう視点から行われるクラブの育成や支援は，
運動体としてのクラブの成立や発展には不十分
であり，地域住民の生活の中から，地域住民自
身の理念としてミッションが形成される必要が
あると考える．しかしながら，地域には多様な
背景をもつ人々が存在するため，ミッションに
ついて十分な時間をかけて議論し，共通認識を
形成することや，生活課題を自分達の問題とし
て内面化することは非常に難しく，これらを一
つ一つ行った上でミッションを作り上げていく
ことは容易ではないと予想される．したがって，
地域住民が議論できる場を設け，生活課題や
ミッションの内容について時間をかけて考え，
合意形成を促すようリーダーがコーディネート
するなど，ミッション形成のためのマネジメン
トがクラブ設立時における育成・支援の方略と
して重要な意味をもつと考える．

２．ミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度とミッションの浸透度との関係

ミッション反映・浸透のマネジメントの実施
度により，ミッションの浸透度を比較分析した
結果，ミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度が高いグループほどミッションの浸透度
が高い傾向がみられた．

本研究結果から，クラブ内外の個人に対し
ミッションへの理解を促していくためには，ク
ラブ運営組織による積極的なミッション反映・
浸透のマネジメントの実施が必要であることが
推察される．経営理念浸透のプロセスについて，
松岡（１997）が提起した意味生成モデルでは，
経営理念に対する疑問や矛盾，曖昧さから発生
する議論や内省が経営理念の意味に気づくきっ
かけとなり，経営理念が浸透していくとされる．
つまり，人々はミッションの内容やそれに込め
られた思いを，クラブの活動やリーダーの行動，
文字・ロゴマークなどから読み取り，ミッショ
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ンを意味付けていくことで理解を深めていく．
よって，先行研究の知見及び本研究結果を踏ま
えれば，ミッションをクラブの活動やマネジメ
ントサイクルに反映させる「ミッション反映の
マネジメント」や，行動や語りかけ，文字やロ
ゴマークを通じてミッションを周知する「ミッ
ション浸透のマネジメント」がミッションの意
味や内容を示すシンボルとして機能し，個人が
そこから意味・内容を読み取ることでミッショ
ンの浸透が進んでいくと考えられる．

また，ミッション反映・浸透のマネジメント
方略のうち「二次浸透メカニズムによるミッ
ション浸透のマネジメント」では，ボランティ
アスタッフやクラブ会員の浸透度との間に有意
な関連は認められなかった．このことから，実
施されるマネジメント方略の種類によってミッ
ションの浸透を促す効果に違いがあることが推
察される．松岡は理念の浸透と個人の経験との
関係について，「経営理念の浸透に影響を与え
る直接的な経験とその統合や，矛盾・ギャップ
について内省の機会が多いほど浸透レベルが深
くなるのではないか」と仮説を提示している．
この仮説によれば，クラブ経営へのミッション
の反映やミッションに関わるリーダーの行動や
語りかけは，個人がミッションの内容や意味に
ついて深く考える直接的な経験になる一方で，
ミッションを象徴する文字やロゴマークなどの
抽象化されたシンボルでは，その抽象度の高さ
ゆえ，個人のミッションに対する解釈や意味付
けが起こりにくくなることが予想される．この
ため「二次浸透メカニズムによるミッション浸
透のマネジメント」では，ミッションの浸透度
との関係について一部有意な関係が認められな
かったのではないかと推察される．よって，
ミッションの浸透度を高めるためには，クラブ
経営へのミッションの反映や，リーダーの行動
や語りかけによってミッションに対する理解を
直接的に促すことがより有効なマネジメント方
略になると考えられる．

３．ミッション反映・浸透のマネジメントの実
施度及びミッションの浸透度とクラブの成
長性との関係

ミッション反映・浸透のマネジメントの実施
度により, クラブの成長性得点を比較分析した
結果，ミッション反映・浸透のマネジメントの
実施度が高いグループほどクラブの成長性が高
い傾向がみられた．また，ミッションの浸透度
によるクラブの主観的成長性得点の比較分析で
は，有給スタッフ，指導者，クラブ会員，クラ
ブ非会員への浸透度が高いグループの方がクラ
ブの成長性が高い結果となった．

北居・松田（２004）によれば，経営理念には
「内部統合機能」と「外部適応機能」の ２ つの
機能があるとされる．内部統合機能とは，組織
成員の動機付けや一体感を醸成するなど，組織
内に対する機能を指し，先行研究では経営理念
の浸透により組織成員の情緒的コミットメント
や組織市民行動，職務関与が高まることが明ら
かにされている（北居・田中, ２009; 高尾・王, 
２0１２; 高, ２0１0）．また，外部適応機能では，組
織外へ経営理念が浸透されることにより，自組
織の活動に対するステークホルダーの正当化を
促すとされる．経営理念の機能に関するこれら
知見に鑑みると，クラブを取り巻く個人にミッ
ションが浸透することにより，クラブ内に対し
ては組織コミットメントの向上や組織市民行動
の促進といった内部統合機能が，クラブ外に対
してはクラブへの社会的正当性や信頼の向上と
いった外部適応機能がそれぞれ発揮されること
でクラブの成長につながると考えられる．

ただし，有給スタッフ，クラブ会員への浸透
度と客観的成長性との関係では，有給スタッフ
では浸透度が高い方が，クラブ会員では浸透度
が低い方が，クラブの成長性が有意に高く，有
給スタッフとクラブ会員で正反対の結果が得ら
れた．これらの結果からは，単にクラブの提供
するサービスを利用してスポーツを行うだけの
会員にとっては，ミッションの浸透がかえって
クラブ参加の障壁となる可能性も考えられる．
ミッションを浸透することの難しさについて田
尾（１999, p.97）は，ミッションを非営利組織
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ジメントの実施度を高めることが推察された．
また，ミッションの形成過程において，議論の
場を設定し，地域住民の生活課題に根ざした変
革意図としてミッションが形成されるよう働き
かける「ミッション形成のマネジメント」の必
要性が示唆された．
（ ２ ）ミッション反映・浸透のマネジメント

の構成因子として「ミッション反映のマネジメ
ント」「二次浸透メカニズムによるミッション
浸透のマネジメント」「一次浸透メカニズムに
よるミッション浸透のマネジメント」の 3 因子
が導出され，これらのマネジメント方略の実施
度が高いほどミッションの浸透度が高い傾向が
認められた．特に，ミッションをクラブのマネ
ジメントサイクルや活動へ反映させることや，
リーダーの行動や語りかけを通じてミッション
を周知することが，クラブ内外へのミッション
の浸透に有効なマネジメント方略になることが
明らかにされた．
（ 3 ）ミッション反映・浸透のマネジメント

の実施度及びミッションの浸透度とクラブの成
長性との間に有意な関連があることが明らかに
され，ミッション反映・浸透のマネジメントの
実施を通じ, ミッションがクラブ内外へ浸透さ
れることによりクラブの成長性が高まることが
示唆された．ただし，クラブ会員数の増加とい
う観点からは，ミッションの浸透がクラブ加入
の障壁を高めるなど，逆効果になる可能性も残
された．

以上をまとめると，本研究からはミッション
が形成され，それがクラブ経営に反映されたり，
広く周知されたりすることを通じて, 組織内外
に浸透する一連のプロセスがクラブの成長に関
連していることが明らかにされ，クラブの持続
的成長に寄与するマネジメント方略として，
ミッションマネジメントの必要性・有効性が示
唆された．これまで，クラブ経営に関する研究
では，クラブのミッションは研究対象とされて
こなかった．しかし，本研究結果によれば，今
後の研究では政策上に示された “理念”の実現
を目指し，ミッションを所与のものとしてクラ
ブ経営を捉える視点から脱却し，それぞれの地

経営の有力な仕組みとしながらも，ミッション
が「過剰にモラルを強調したり，福音伝道の口
調や文言になるほど，内面化が妨げられる」と
してミッションを提示，浸透することのジレン
マを指摘している．また，クラブへの入会理由
に関する研究では，ミッションに対する理解や
共感はクラブへの入会理由とはなっていないこ
とが明らかにされている（清水, ２008）．つま
り，クラブのミッションはクラブに加入する際
に重要視されていないことから，ミッションを
より詳しく知ることによって参加の障壁が高く，
近寄りがたい組織として感じられることも考え
られる．それゆえ，会員数の増加という客観的
成長性の側面からは，クラブ会員への浸透度が
低い方がクラブの成長性が高いという結果が得
られたと推察される．

以上を踏まえ総合的に考察すると，ミッショ
ンの浸透度とクラブの客観的成長性との関係で
一部相反する結果がみられたものの，ミッショ
ン反映・浸透のマネジメントの実施度，ミッ
ションの浸透度とクラブの成長性との関係につ
いておおむね一貫した結果が得られたことから，
ミッション反映・浸透のマネジメントの実施，
並びにミッションの浸透がクラブの成長性を高
めることが明らかにされたと考える．

Ⅴ．結語

本研究は，クラブの持続的成長に有効なミッ
ションマネジメント方略を検討するため，ミッ
ションの形成過程，ミッションマネジメント，
ミッションの浸透に着目し，これらがどのよう
に関連してクラブの成長に結びつくのかを明ら
かにすることを目的とした．本研究により得ら
れた知見は以下の 3 点である． 
（ １ ）ミッションの形成過程とミッション反

映・浸透のマネジメントの実施に有意な関連が
認められた．特に，ミッションの作成時に時間
をかけて活発な議論を行い，地域内の生活課題
に基づいた積極的な目的によりミッションが形
成されることが，ミッション反映・浸透のマネ
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域や地域住民の生活に根ざしたクラブのミッ
ションに着目してミッションとクラブ経営の関
係を探求していくことが求められよう．

最後に，今後の研究課題を挙げておきたい．
まず，ミッションの浸透度やミッションの浸透
による効果が個人でどのように異なるのか明ら
かにされる必要がある．考察において検討した
ように，ミッションの浸透がクラブの成長に直
接的に結びつくわけではなく，ミッションが浸
透することにより，クラブへのコミットメント
の向上や組織市民行動の促進など，個人の心理
的，行動的変容が生じることでクラブの成長が
実現されると考えられる．加えて，北居・田中

（２00６）は同じ組織にいる人でも個人ごとに経
営理念の浸透度が異なることを指摘している．
よって，クラブを取り巻く個人に焦点を当て，
ミッションの浸透による効果（行動や態度の変
容など）やその個人差を検討することが課題と
なる． 

また，ミッション形成過程及び，その過程に
おけるマネジメントについてさらなる調査，検
討が必要である．本研究では，地域住民がミッ
ションを作り上げていく中で議論を行い，クラ
ブづくりに対する意味を共有し，合意を形成す
ることがクラブ設立後のミッションマネジメン
トの実施，ひいてはクラブの成長に影響するこ
とが示唆された．しかしながら，それらを行っ
た上でミッションを形成することは決して容易
ではない．ゆえに，どのような過程を経てミッ
ションが形成され，地域住民がどのようにミッ
ションについて意味を共有し，合意形成をして
いくのかを明らかにすることで，クラブ設立時
におけるミッションの形成過程とその過程にお
ける有効なミッション形成のマネジメント方略
を導出することが求められる．

さらに，本研究ではクラブの成長に対する
ミッション反映のマネジメントの有効性が示唆
された．しかし，ミッションが形骸化している
事例（行實・清水, ２003）からは，ミッション
を定めていても，実際にミッションに基づいて
クラブ経営を行うことの難しさが看取される．
そのため，ミッションの反映がいかになされる

のか，また，なぜミッションが形骸化していく
のかなど，クラブ経営へのミッションの反映に
影響を与えるクラブの組織的，環境的要因を
検討することも今後の重要な研究課題となるだ
ろう．

注
注 １ ）本研究において地域スポーツクラブとは，

地域住民によるスポーツ経営体としてのク
ラブを指し，婦人バレーボールチームやス
ポーツ少年団といったスポーツチームとは
区別する．

注 ２ ）戦後以降のクラブ育成に関する政策的変
遷をみると，１95１年の「社会体育指導要
項」，１9６0年の「社会体育―考え方・進め
方―」において文部省によりクラブ育成を
重視する方針が示され，１97２年には保健体
育審議会答申により，自発的なグループ活
動を促進するための条件整備の必要性が言
及された．さらに，１977年からは「スポー
ツクラブ育成推進事業」が開始され，その
後「地域スポーツクラブ連合育成事業」

（１987年），「総合型地域スポーツクラブ育
成モデル事業」（１995年）へと引き継がれ，
現在に至っている．

注 3 ）文部科学省（２0１3）によれば，創設済み
クラブのうち廃止・統合等となったクラブ，
活動を休止しているクラブの数はそれぞれ 
59クラブ，3２クラブだった．一方，スポー
ツ庁（２0１６, p.5）では，廃止・統合等と
なったクラブは２3６クラブ，活動を休止し
ているクラブは7２クラブであり，廃止・統
合等となったクラブは約 4 倍に増加し，活
動を休止しているクラブは ２ 倍以上の数に
増えている．

注 4 ）清水（２0１６）は，会員数，財政規模，運
営スタッフ数，指導者数，スポーツ種目数
が増加したクラブがいずれも全体の半数程
度にとどまることを報告している．これら
の結果からも，クラブが設立後順調に成長
できていないことが窺える．
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ジメントの実施度を高めることが推察された．
また，ミッションの形成過程において，議論の
場を設定し，地域住民の生活課題に根ざした変
革意図としてミッションが形成されるよう働き
かける「ミッション形成のマネジメント」の必
要性が示唆された．
（ ２ ）ミッション反映・浸透のマネジメント

の構成因子として「ミッション反映のマネジメ
ント」「二次浸透メカニズムによるミッション
浸透のマネジメント」「一次浸透メカニズムに
よるミッション浸透のマネジメント」の 3 因子
が導出され，これらのマネジメント方略の実施
度が高いほどミッションの浸透度が高い傾向が
認められた．特に，ミッションをクラブのマネ
ジメントサイクルや活動へ反映させることや，
リーダーの行動や語りかけを通じてミッション
を周知することが，クラブ内外へのミッション
の浸透に有効なマネジメント方略になることが
明らかにされた．
（ 3 ）ミッション反映・浸透のマネジメント

の実施度及びミッションの浸透度とクラブの成
長性との間に有意な関連があることが明らかに
され，ミッション反映・浸透のマネジメントの
実施を通じ, ミッションがクラブ内外へ浸透さ
れることによりクラブの成長性が高まることが
示唆された．ただし，クラブ会員数の増加とい
う観点からは，ミッションの浸透がクラブ加入
の障壁を高めるなど，逆効果になる可能性も残
された．

以上をまとめると，本研究からはミッション
が形成され，それがクラブ経営に反映されたり，
広く周知されたりすることを通じて, 組織内外
に浸透する一連のプロセスがクラブの成長に関
連していることが明らかにされ，クラブの持続
的成長に寄与するマネジメント方略として，
ミッションマネジメントの必要性・有効性が示
唆された．これまで，クラブ経営に関する研究
では，クラブのミッションは研究対象とされて
こなかった．しかし，本研究結果によれば，今
後の研究では政策上に示された “理念”の実現
を目指し，ミッションを所与のものとしてクラ
ブ経営を捉える視点から脱却し，それぞれの地

経営の有力な仕組みとしながらも，ミッション
が「過剰にモラルを強調したり，福音伝道の口
調や文言になるほど，内面化が妨げられる」と
してミッションを提示，浸透することのジレン
マを指摘している．また，クラブへの入会理由
に関する研究では，ミッションに対する理解や
共感はクラブへの入会理由とはなっていないこ
とが明らかにされている（清水, ２008）．つま
り，クラブのミッションはクラブに加入する際
に重要視されていないことから，ミッションを
より詳しく知ることによって参加の障壁が高く，
近寄りがたい組織として感じられることも考え
られる．それゆえ，会員数の増加という客観的
成長性の側面からは，クラブ会員への浸透度が
低い方がクラブの成長性が高いという結果が得
られたと推察される．

以上を踏まえ総合的に考察すると，ミッショ
ンの浸透度とクラブの客観的成長性との関係で
一部相反する結果がみられたものの，ミッショ
ン反映・浸透のマネジメントの実施度，ミッ
ションの浸透度とクラブの成長性との関係につ
いておおむね一貫した結果が得られたことから，
ミッション反映・浸透のマネジメントの実施，
並びにミッションの浸透がクラブの成長性を高
めることが明らかにされたと考える．

Ⅴ．結語

本研究は，クラブの持続的成長に有効なミッ
ションマネジメント方略を検討するため，ミッ
ションの形成過程，ミッションマネジメント，
ミッションの浸透に着目し，これらがどのよう
に関連してクラブの成長に結びつくのかを明ら
かにすることを目的とした．本研究により得ら
れた知見は以下の 3 点である． 
（ １ ）ミッションの形成過程とミッション反

映・浸透のマネジメントの実施に有意な関連が
認められた．特に，ミッションの作成時に時間
をかけて活発な議論を行い，地域内の生活課題
に基づいた積極的な目的によりミッションが形
成されることが，ミッション反映・浸透のマネ
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域や地域住民の生活に根ざしたクラブのミッ
ションに着目してミッションとクラブ経営の関
係を探求していくことが求められよう．

最後に，今後の研究課題を挙げておきたい．
まず，ミッションの浸透度やミッションの浸透
による効果が個人でどのように異なるのか明ら
かにされる必要がある．考察において検討した
ように，ミッションの浸透がクラブの成長に直
接的に結びつくわけではなく，ミッションが浸
透することにより，クラブへのコミットメント
の向上や組織市民行動の促進など，個人の心理
的，行動的変容が生じることでクラブの成長が
実現されると考えられる．加えて，北居・田中

（２00６）は同じ組織にいる人でも個人ごとに経
営理念の浸透度が異なることを指摘している．
よって，クラブを取り巻く個人に焦点を当て，
ミッションの浸透による効果（行動や態度の変
容など）やその個人差を検討することが課題と
なる． 

また，ミッション形成過程及び，その過程に
おけるマネジメントについてさらなる調査，検
討が必要である．本研究では，地域住民がミッ
ションを作り上げていく中で議論を行い，クラ
ブづくりに対する意味を共有し，合意を形成す
ることがクラブ設立後のミッションマネジメン
トの実施，ひいてはクラブの成長に影響するこ
とが示唆された．しかしながら，それらを行っ
た上でミッションを形成することは決して容易
ではない．ゆえに，どのような過程を経てミッ
ションが形成され，地域住民がどのようにミッ
ションについて意味を共有し，合意形成をして
いくのかを明らかにすることで，クラブ設立時
におけるミッションの形成過程とその過程にお
ける有効なミッション形成のマネジメント方略
を導出することが求められる．

さらに，本研究ではクラブの成長に対する
ミッション反映のマネジメントの有効性が示唆
された．しかし，ミッションが形骸化している
事例（行實・清水, ２003）からは，ミッション
を定めていても，実際にミッションに基づいて
クラブ経営を行うことの難しさが看取される．
そのため，ミッションの反映がいかになされる

のか，また，なぜミッションが形骸化していく
のかなど，クラブ経営へのミッションの反映に
影響を与えるクラブの組織的，環境的要因を
検討することも今後の重要な研究課題となるだ
ろう．

注
注 １ ）本研究において地域スポーツクラブとは，

地域住民によるスポーツ経営体としてのク
ラブを指し，婦人バレーボールチームやス
ポーツ少年団といったスポーツチームとは
区別する．

注 ２ ）戦後以降のクラブ育成に関する政策的変
遷をみると，１95１年の「社会体育指導要
項」，１9６0年の「社会体育―考え方・進め
方―」において文部省によりクラブ育成を
重視する方針が示され，１97２年には保健体
育審議会答申により，自発的なグループ活
動を促進するための条件整備の必要性が言
及された．さらに，１977年からは「スポー
ツクラブ育成推進事業」が開始され，その
後「地域スポーツクラブ連合育成事業」

（１987年），「総合型地域スポーツクラブ育
成モデル事業」（１995年）へと引き継がれ，
現在に至っている．

注 3 ）文部科学省（２0１3）によれば，創設済み
クラブのうち廃止・統合等となったクラブ，
活動を休止しているクラブの数はそれぞれ 
59クラブ，3２クラブだった．一方，スポー
ツ庁（２0１６, p.5）では，廃止・統合等と
なったクラブは２3６クラブ，活動を休止し
ているクラブは7２クラブであり，廃止・統
合等となったクラブは約 4 倍に増加し，活
動を休止しているクラブは ２ 倍以上の数に
増えている．

注 4 ）清水（２0１６）は，会員数，財政規模，運
営スタッフ数，指導者数，スポーツ種目数
が増加したクラブがいずれも全体の半数程
度にとどまることを報告している．これら
の結果からも，クラブが設立後順調に成長
できていないことが窺える．
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注 5 ）田尾（２00１）は，ボランタリズムを自発
性・無償性・利他性を中核的要素とする価
値観や理念であることを示した．また田尾
は，ボランタリズムが行動として表現され
たものがボランティア活動であるとして，
ボランタリズムとボランティアの関係を整
理している．

注 ６ ）非営利組織を対象とした研究では，ミッ
ションと組織の成長との関係について実証
的研究はほとんど行われていない．そのな
かでも，非営利組織を対象として組織のパ
フォーマンスとミッションとの関係を実証
的に検討した先駆的研究として柏木・東出

（２005）が挙げられる．柏木らは，組織内
における使命の共有度の高さが，スタッフ
の愛着的コミットメントの向上や組織市民
行動の促進，会員数の増加に寄与すること
を明らかにした．

注 7 ）日本体育協会の発行する「クラブマネ
ジャー養成テキスト」では，「組織・人材
のマネジメントの流れはミッションを確立
することから始まる」（日本体育協会, 
２00６, p.６8），「明確なクラブのミッション・
ビジョンの設定とその実現に向けた戦略の
構築」（前掲書, p.１7）が必要であることが
示され，ミッションに基づいてクラブ経営
を行うことの重要性が記されている．また，
文部科学省の発行する「『総合型地域ス
ポーツクラブ育成マニュアル』クラブづく
りの 4 つのドア」では，クラブ創設におい
て最も重要なこととして理念の共有が挙げ
られ，「身近で共感できる理念を積極的に
発信すること」（文部科学省, ２00１）により
地域住民の賛同を得ることが重要であると
される．

注 8 ）経営理念の構成要素については，抽象的
な理想を示した上位概念から（理念），具
体的で実践的な下位概念（方針）までの階
層をなしているという見解が一般的である

（松田, ２00２）．また，経営者が個人的に抱
く信念は，経営信条や経営哲学として区別
されている（北居, １999）．

注 9 ）ミッション形成のマネジメントの内実を
明らかにすることは今後の重要な研究課題
である．例えば，質的研究によりミッショ
ンの形成過程でどのような操作可能な要因
が作成者間の議論を活発にし，相互理解を
深め，ミッションの形成を促すかといった
点について明らかにすることが求められる．

注１0）本研究はクラブの代表者 １ 名に回答を依
頼したことから，組織内外の個人へのミッ
ション浸透度の測定が回答者の主観的評価
に依存していること，クラブ設立後の経過
年数によっては，ミッションの形成過程の
内実について記憶が曖昧な回答者が含まれ
る可能性があること, 回答者の属性が考慮
されていないことなど，研究の課題が存在
する．そのため，今後の研究では回答者の
属性に留意し，運営スタッフやクラブ会員，
非会員など個人を対象とした調査を行うこ
とが課題となる．

注１１）調査対象クラブは，質問紙を送付可能な
クラブに限定してサンプルを抽出した．

注１２）ミッションが存在しないクラブに対し，
ミッションの形成過程やミッションマネジ
メントの実施度，ミッションの浸透度を質
問することはできない．そのため，調査表
ではミッションの有無について質問を設け，
ミッションがないと回答したクラブを分析
対象から除外し，最終的に53１クラブを分
析対象とした．

注１3）因子分析の結果は0.4以上の因子負荷量
を基準として解釈を行った．なお，「会
報・パンフレットでミッションについてふ
れる」は0.4に近い因子負荷量を示したた
め，解釈可能性に鑑み削除せず項目として
加えた．

注１4）第Ⅱ主成分は会員数の変化を示している
点で客観的成長性と類似している．分析に
用いる指標としての妥当性を客観的成長性
と比較すると，客観的数値の増減を得点と
して用いる客観的成長性の方がより妥当性
が高いと考えられることから，分析には第
Ⅰ主成分得点のみを用いた．
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注１5）本研究の分析結果では，ミッションの作
成期間の長さとミッション反映・浸透のマ
ネジメントの実施度との関係については，
一部が検証されたにとどまる．ゆえに，
ミッションの作成期間の長さがミッション
反映・浸透のマネジメントの実施度を総合
的に高めるかについては検討の余地が残さ
れている．

付記
本研究は，（公財）東京都スポーツ文化事業

団 東京都広域スポーツセンターの平成２8年度
調査研究事業による研究成果の一部である．
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注１4）第Ⅱ主成分は会員数の変化を示している
点で客観的成長性と類似している．分析に
用いる指標としての妥当性を客観的成長性
と比較すると，客観的数値の増減を得点と
して用いる客観的成長性の方がより妥当性
が高いと考えられることから，分析には第
Ⅰ主成分得点のみを用いた．
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注１5）本研究の分析結果では，ミッションの作
成期間の長さとミッション反映・浸透のマ
ネジメントの実施度との関係については，
一部が検証されたにとどまる．ゆえに，
ミッションの作成期間の長さがミッション
反映・浸透のマネジメントの実施度を総合
的に高めるかについては検討の余地が残さ
れている．

付記
本研究は，（公財）東京都スポーツ文化事業

団 東京都広域スポーツセンターの平成２8年度
調査研究事業による研究成果の一部である．
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